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本書は,'97年11月の新型サンバー発売に際し,既販車との相 

違点の技術的内容並びに整備要領を解説したものです。下記資 総  1 
料と併せて,本書をご熟読の上.サービス並びに販売活動にご 

活用いただきますようお願い申し上げます。
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シャシ 4 

ボディ 5 

なお,本書の内容は1997年11月発売の車両を基に作成してあ 
空調システム 6 ります。車両の仕様変更等により今後の車両と内容が一致しな

いことがありますので、あらかじめご承知おきください。今後

仕様変更などがあった場合には、テクニカルインフォメーショ

ンその他でご連絡いたします。
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車両·エンジン·トランスミッション型式一覧 

■ 車両型式一覧 

〔トラック·パネルバン·バン〕 
※:受注生産 

ボデイ 車両型式 トランス 車両 OP エンジン 駆動方式 グレード
ミッション 型式記号 コード

トラソク 標準ルーフ 三方開 V-KS3 NA(キャブ) 2WD STDスペシャルⅡ 5MT KS3F3SM 11 

12 
NA(MPI) 3AT KS3F3SA 12 
NA(キャブ) SDX 5MT KS3F32M 12 

SDXクラシック KS3F3UM 11 

12 
NA(MPI) 3AT KS3F3UA 12 
NA(キャブ) JA 5MT KS3F3AM 11 

ハイルーフ SDX KS3N32M 11 

12 
標準ルーフ V-KS4 NA(キャブ) S/T4WD STDスペシャルⅡ EL+5MT KS4F3SN 11 

12 
NA (MPI) F/T4WD 3AT KS4F3SD 11 

12 
NA(キャブ) S/T4WD SDX EL+5MT KS4F32N 11 

12 

M1 

SDXクラシック KS4F3UN 11 

12 
NA (MPI) F/T 4WD 3AT KS4F3UD 12 
SC S/T4WD SDX EL+5MT KS4F32J 11 

M1 
ハイルーフ NA(キャブ) SDX KS4N32N 11 

12 
パネルバン ハイルーフ 両側開 V-KV3 NA(キャブ) 2WD ) STD 5MT KV3N81M 11 

NA(MPI) 3AT KV3N81A 11 
バン 標準ルーフ 2シーター V-KV3 NA(キャブ) 2WD STD 5MT KV3F5JM ※11 

4シーター KV3F51M 11 
ハイルーフ 2シーター STD 5MT KV3N5JM ※11 

NA(MPI) 3AT KV3N5JA ※11 
NA(キャブ) 4シーター STDA/Cスペシャル 5MT KV3N51M 12 

SDXさわやか KV3N52M Y2 
SDXかろやか P4 

NA(MPI) SDXさわやか 3AT KV3N52A Y2 

SDXかろやか P4 

NA(キャブ) SDXクラシック 5MT KV3N5UM 14 

NA.(MPI) 3AT KV3N5UA 14 
標準ルーフ 4シーター V-KV4 NA(MPI) S/T4WD STD 5MT KV4F51E 11 
ハイルーフ 4シーター STDA/Cスペシャル KV4N51E 12 

SDXさわやか KV4N52E Y2 

SDXかろやか P4 

F/T4WD SDXさわやか 3AT KV4N52D Y2 
SDXかろやか P4 

S/T4WD SDXクラシック 5MT KV4N5UE 14 
F/T 4 W D 3AT KV4N5UD 14 
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車両·エンジン·トランスミッション型式一覧 

FWA:フロントホイールアクスル 

主要装備
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トランス類別区
車種名称 エンジン フロントデフ

分番号 ミッション 型式型式
型式 (識別番号) 

270 サンバートラック EN07CVN6A0 TM601AA3AD 
280 EN07CVN6AA 
380 EN07FVB6AA TA981KD1AA 
122 EN07CVN6AA TM601AA3AD ○ 

290 サンバートラック クラシック EN07CVN6A0 - 
310 EN07CVN6AA ○ ) 
420 EN07FVB6AA TA981KD1AA ○ 

O32 サンバートラック EN07CVN6B0 TM601AA3AD 
062 サンバートラック ハイルーフ EN07CVN6A0 
201 EN07CVN6AA ○ 

180 サンバートラック4WD EN07CVU6A0 TW601BA6AD VK2FBN 
190 EN07CVU6AA ○ 

240 EN07FVB6A0 TZ981KD1AA 
250 EN07FVB6AA ○ 

O32 EN07CVU6A0 TW601BA6AD 
091 EN07CVU6AA ○ 
O32 EN07CVU6A0 TW601BA6DD VK2FBP ○ ○ 
200 サンバートラック クラシック 4WD TW601BA6AD VK2FBN 
210 EN07CVU6AA ○ 

290 EN07FVB6AA TZ981KD1AA ○ 

O42 サンバートラック4WD EN07YVU6A0 TW601BB6AD 

TW601BB6DD VK2FBP ○ ○ 
O62 サンバートラック ハイルーフ4WD EN07CVU6A0 TW601BA6AD VK2FBN 
141 EN07CVU6AA ○ 

) 
211 サンバーパネルバンハイルーフ EN07CVN6A0 TM601AA3AD - 

955 EN07FVB6A0 TA981KD1AA 
010 サンバーバン EN07CVN6A0 TM601AA3AD 
O30 

O60 サンバーバンハイルーフ TM601AA3AD 
865 EN07FVB6A0 TA981KD1AA 
770 EN07CVN6AA TM601AA3AD 
273 - 

790 EN07CVN6AC ○ 

890 EN07FVB6AA TA981KD1AA ○ 

895 ○ ○ 

910 サンバーバンクラシック EN07CVN6AC TM601AA3AD ○ ○ 

915 EN07FVB6AA TA981KD1AA ○ ○ 

O20 サンバーバンSTD4WD EN07FVU6A0 TW601DA6AD VK2FBN 
650 サンバーバンハイルーフSDX4WD EN07FVU6AA 
232 
660 ○ 

780 EN07FVB6AA TZ981KD1AA 
790 ○ ○ 

820 サンバーバンクラシック4WD EN07FVU6AA TW601DA6AD ○ ○ 

830 EN07FVB6AA TZ981KD1AA ○ ○ 

1-3 



車両·エンジン·トランスミッション型式一覧 

〔ディアス〕 ※:受注生産 

ボデイ トランス車両型式 エンジン 駆動方式 グレード 車両 OP 
型式記号 コードミッション

ディアス ハイルーフ V-KV3 NA (MPI) 2WD Dias S 5MT KV3N58B ※12 
14 

K4 

3AT KV3N58A ※12 
14 

K4 
Dias クラシック 5MT KV3N57B ※12 

14 

B4 
3AT KV3N57A ※12 

14 

B4 
Dias S サンサンルーフ 5MIT KV3NC4B K4 

3AT KV3NC4A K4 
SC DiasⅡサン 5MT KV3NC5K K4 

3AT KV3NC5R K.4 
V-KV4 NA(MPI) S/T4WD Dias S 5MT KV4N58E 12 

14 

K4 
F/T4WD 3AT KV4N58D 14 

K4 
S/T4WD Dias クラシック 5MT KV4N57E 12 

14 

B4 
( 

F/T4WD Dias クラシック 3AT KV4N57D 14 

B4 
SC F/T4WD Dias II マレッサ 5MT KV4N56Y 14 

3AT KV4N56X 14 
DiasⅡサン 5MT KV4NC5Y K4 

※J4 
※T4 

3AT KV4NC5X K4 

※J4 

※T4 
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車両·エンジン·トランスミッション型式一覧 

主要装備
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類別区 トランス フロントデフ
車種名称 エンジン

分番号 型式
ミッション 型式

型式 . (識別番号) 

133 サンバーディアスS EN07FVN6AA TM601AA3AD ○ 

521 ○ ○ 

○ ○ 

920 EN07FVB6AA TA981KD1AA ○ 

) 925 ○ 

○ ○ 

681 サンバーディアスクラシック EN07FVN6AA TM601AA3AD ○ 

730 一 ○ ○ 

○ ○ 

930 EN07FVB6AA TA981KD1AA ○ 

935 ○ ○ 

○ ○ 

571 サンバーディアスSサン EN07FVN6AA TM601AA3AD ○ ○ 

945 EN07FVB6AA TA981KD1AA ○ ○ 

411 サンバーディアスⅡサン EN07YVN6AA TM601AB3AD ○ 

950 EN07YVB6AA TA981KB1AA ○ ○ 

112 サンバーディアスS4WD EN07FVU6AA TW601DA6AD VK2FBN ○ 

600 ○ ○ 

○ ○ 

850 EN07FVB6AA TZ981KD1AA 
○ ○ 

500 サンバーディアスクラシック4WD EN07FVU6AA TW601DA6AD 
630 ○ ○ ) 

○ ○ 

870 EN07FVB6AA TZ981KD1AA ○ ○ 

○ ○ 

サンバーディアスⅡマレッサ4WD 431 EN07YVN6AA TY601EB5AD ○ 

880 EN07YVB6AA TZ981KB1AA ○ 

332 サンバーディアスⅡサン EN07YVN6AA TY601EB5AD ○ 

○ ○ ○ 

531 ○ ○ 

890 EN07YVB6AA TZ981KB1AA ○ 

○ 

900 ○ ○ ○ 
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車両·エンジン·トランスミッション型式一覧 

〔特販車:赤帽、JA〕 

ボデイ
車両型式 エンジン トランス 車両 OP 駆動方式 グレード

ミッション 型式記号 コード

トラック ハイルーフ 三方開 V-KS3 LPG 2WD SDX 5MT KS3N32G 11 

NA(キャブ) 赤帽 KS3N3GM 11 

12 
LPG KS3N3GG 11 

12 
SC KS3N3GK 11 

12 
3AT KS3N3GR 11 

12 
標準ループ V-KS4 NA(キャブ) S/T4WD JA EL+5MT KS4F3AN 11 

Z1 

12 
JAスペシャルⅡ KS4F3SN S1 

S2 
JA クラシック KS4F3WN 11 

SC F/T4WD JA 3AT KS4F3AX 11 

13 
ハイルーフ NA(キャブ) S/T4WD 赤帽 EL+5MT KS4N3GN 11 

12 
LPG KS4N3GG 11 

12 
パネルバン ハイルーフ 両側開 V-KV3 NA(キャブ) 2WD 赤帽 KV3N8GM 5MT 11 

一
12 

SC 3AT KV3N8GR 11 

12 
NA(MPI) V-KV4 S/T4WD 赤帽 EL+5MT KV4N8GH 11 

12 
バン ハイルーフ 2シーター V-KV4 NA(MPI) S/T4WD 赤帽 5MT KV4NSLE 11 

12 
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車両·エンジン·トランスミッション型式一覧 

主要装備
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トランス類別区
車種名称 エンジン フロントデフ

分番号 ミッション 型式型式
型式 (識別番号) 

O62 サンバートラックハイルーフ EN07LVN6A0 TM601AA3AD 
O72 サンバートラックハイルーフ赤帽 EN07CVN600 
211 EN07CVN60A ○ 

072 EN07LVN600 
{ 

211 EN07LVN60A - ○ 

O82 EN07YVN600 TM601AB3AD 
221 EN07YVN60A ○ 

460 EN07YVB600 TA981KC1AA 
470 EN07YVB60A ○ 

O32 サンバートラックJA4WD EN07CVU6B0 TW601BA6AD VK2FBN 

091 EN07CVU6BA ○ 

180 EN07CVU6B0 
190 EN07CVU6BA ○ 

220 サンバートラックJAクラシック4WD EN07CVU6B0 
サンバートラックJA4WD 300 EN07YVB6A0 TZ981KB1AA 

320 EN07Y VB6AA ○ 

サンバートラック赤帽4WD 072 EN07CVU600 TW601BA6AD 
151 EN07CVU60A ○ 

072 EN07LVU600 
151 EN07LVU60A ○ 

231 サンバーパネルバン赤帽 EN07CVN600 TM601AA3AD 
一

641 EN07CVN60A 一

975 EN07YVB600 TA981KC1AA 
980 EN07YVB60A ○ 

サンバーパネルバン赤帽4WD 212 EN07FVU600 TW601BB6AD VK2FBN 
481 EN07FVU60A ○ 

サンバーバン赤帽4WD O51 EN07FVU600 TW601DA6AD 
381 EN07FVU60A ○ 
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車両·エンジン·トランスミッション型式一覧 

■車両型式記号の説明 

V - K 4 N 5 4 E 

B…2WD5速+NA G…LPG T/M&燃料供給区分 
(MPi) 

A .2WD3AT+NA R…2WD3AT+SC 
(MPi) 

E…4WD5速+NA M…2WD5速+NA 

(MPi) (Carb) 
H…4WDEL5速+NA N…4WDEL5速+NA 

(MIPi) (Carb) 
J…4WDEL5速+SC X・F/T 4WD3AT+SC 

K ·2WD5速+SC Y・F/T 4WD 5速+SC 

U…SDXクラシック グレード区分 W…JAクラシック 

S・・STDスペシャルI 7 ··DiasII·クラシック 

1…STD 8 ··Dias S2 
2 ... SDX A・・JA 

4・DiasS G ··赤帽 

5 ··DiasⅡ J・STD2シータ 

6・・DiasⅡ・マレッサ L··赤帽2シータ 

3·三方開 8 ···パネルバン ド ア 数 区 分 
5 ··5ドア C…サンサンルーフ 

年 改 区 分 F…標準ルーフ N…ハイルーフ 

排気量,駆動区分 3 .. 660 2WD 4 ··660 4WD 
} 

ボディー基本区分 S・・・トラック V…バン,パネルバン, 

Dias 

車 両 区 分 K…軽シリーズ 

排気ガス規制区分 V…平成2年排出ガス規制適合車 
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車両·エンジン·トランスミッション型式一覧 

■ エンジン型式記号の説明 

07 E N F V B 6 A C 

O…A/C,P/Sなし標準 仕様差異区分
A …A/C付(A/C+P/S付を含む) 

C…A/C,P/S付 

仕 様 差 異 A・・・標準 B ...JA 0 …赤帽 

年 改 設 計 変 更 1→2→3…本書では6を使用 

U・S/T4WD5MT 結合トランスミッション区分
B ・・2WD & F/T 4WD 3AT 

N・RR2WD5MT(F/T4WD5MT共用) 

排ガス規制区分 V・・・商用系 
一

C…NA·キャブレータ L…LPG 
燃料供給装置区分

Y…SC・EMPi F…EMPi 

排気量区分 07…660CC 

車 系 表 示 N…軽系4気筒 

(注)S/T:セレクティブ 

エンジン記号 E・エンジン F/T:フルタイムの略号 

■ トランスミッション型式記号の説明 

T W 60 1 6 D A A D 

エンジン A・・・標準 仕様差異
ボディ J D・・DOJサークリップどめ+セレクトレバーボリュームUP 

( 

A ...標準 
仕様差異 (トランス 

ミッション, B ··デフロック付 D…デフロック+フリーアクスル付 

年改設計変更 1→2→3→4…本書では3,5,6を使用 

A…NAエンジン B・SC・EMPiエンジン 
結合エンジン区分

C ··赤帽用エンジン D…NA・EMPi 

トランスミッション A..5MTRR 2WD D…5MTS/T4WD 
基 本 仕 様 区 分 B ..EL+5MT S/T 4WD E…5MTF/T4WD 

K…3AT(2WD,F/T4WD) 

トランスミッション

シ リ ー ズ 区 分 1…サンバー660系トランスミッション 

60…MT(メーンシャフト~ドラピン間) 
ギヤ芯間区分 98 .. 3 A T 

トランスミッション A…2WD3AT M.2WDMT Y...E/T4WDMT 
変 速 , 駆 動 区 分 Z ・・F/T 4WD 3AT W…ST4WDMT 

トランスミッション記号 T・・・トランスミッション 
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車両·エンジン·トランスミッション型式一覧 

■ 打刻番号の位置 

MY 

●ペイントカラーNo.ラベル 
(例) 

PAINT COLOR MUMBER 

COLOR NO 054 
●トランスミッション製造No.ラベル 

(例) 
(右側ドア,サイド部) 

●トランスミッション型式ラベル 
(例) TA981KD1AA 

23 
C 0 

●車台番号(刻印) 
(例)KS3-135078黒皮のまま 

5 (右側フレーム外側面中央) 0 

●エンジン型式(鋳出し) 
(例)EN07 
(シリンダーブロック上面) 

●エンジン製造No.(刻印) 
(例) 

■ 打刻開始No. } 

<車両> <エンジン> <トランスミッション> 

KS3 135078~ EN07 813163 TA98 1 009362 KS4 345414~ TZ98 
KV3 209994~ 
KV4 171922~ 

<注記> 

1. エンジンの打刻は,EN07C(キャブ),EN07F(MPI),EN07Y(SC),EN07L(LPG)の区別なく混合 

連番で採番しています。

2. オートマチックトランスミッションは,TA98, TZ98を混合連番で採番しています。マニュアルトランス 

ミッションは,従来から継続した号機になります。 

*今回の新型車については,車両7桁型式の年改区分の変更はありません。 

但し,全てのオプションコードが変更になりました。 
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(用TA)  迸主くなくエ 11S 

2 エンジン 

岸域ーポーズくだけであっとデーマイイアでは, は営業会である 
変更項目のみ記載,記載なき項目は,既刊の 

またり製)。。大切畑を踏まえり時ンイーマでサ(アJSスール文業料 新型車解説書または整備解説書を参照下さ

(。)韲アをゼリ原タイ できくださいダーであげ い。

2-1 エンジン主機 
くだれた

■概要 2-2 

2-2 動弁機構 

■概要 2-3 
(やれ4丼 ■準備品 2-3 

■整備要領 2-3 

2 2-3 エアインテークシステム(AT用) ) 
■構造·作動 2-4 

2-4 フューエルシステム(AT用) 

■ 構造・作動 2-6 

[mmg] mm[小] [] 

■主要変更点 
つ

(1) AT用エンジン追加 

ECVTと比べDレンジアイドル回転時の必要トルク上昇に合わせ,アイドル回転時の吸入空気量増加等を行 

った。

(ただし,アイドル回転数等諸元は不変である。) 

(2) ロッカーカバーガスケットに液状ガスケットを併用した。 
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2-1 エンジン主機(AT用) 

■ 概要 

リヤプレート

エンジンとトランスミッションのドッキング及び分解時に,ドライププレートとトルクコンバーターをボ 

ルトにて締結·取り外しを行う。この作業スペースとしてリヤプレートに切り欠き部を設けた。(切り欠き 

部はE/G·T/Mドッキング後,フライホイールハウジングプレートを取り付けて塞ぐ。) 

なん丼
リヤプレート

In-n 

回 T 7±2〔0.7±0.2〕 

0 
(ミッションケースへの締付トルク) 

Xonーホル 

フライホイールハウジングプレート

紫外∅産業 

締付トルクN·m〔kg·m〕 

仏

点要奎要主義

異議くなく∓理解除 ( ) 

びき学耐靠量定空人更 <JAY乢3TVOM 1 
⑬ 

© 
回

・

跡雖おイャや天武一八氏一式で灯 (g) 
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2-2 ((TA) ムモ 動弁機構 モハイ¶H ε-s 

■概要 

ロッカーカバーガスケット部のシール性向上のため.シリンダーヘッドとの合せ面(EX側)に液状ガスケ 

ットを採用した。

2 

0 液状ガスケットシール面

■準備品 ロックタイト#5920 ロッカーカバーガスケットと併用

■ 整備要領 

より確実なシールとする為,ロッカーカバー取りはずし後は下記の手順で組立てる。 

(1) 合わせ面の清掃 

シリンダーヘッド及びロッカーカバーより,ガスケット,シール剤などの付着カスを取除く。 

注意 付着カスがヘッド内に落ちないように十分注意して作業すること。

(2)ロッカーカバーガスケットの交換 141COAH 

ロッカーカバーを取りはずした場合は,必ず新品のロッカーカバーガスケットと交換する。 
TA 

(3)液状ガスケット塗布 

ロックタイト#5920をロッカーカバーガスケットに塗布する。(下図参照一線部中央に2mm程度の幅で塗布) 
つ

(4) E/Gオイル塗布 

E/Gオイルをロッカーカバーガスケットのアーチ部に塗布する。 

E/Gオイル E/Gオイル 
塗布 塗布

#5920 # 5920 

ロックタイト#5920塗布 約2mm 

(5)組付け 

ロッカーカバーガスケットのかみ込みに注意して、ロッカーカバーをシリンダーヘッドに組付ける。

(6) 点検 

E/Gを運転してオイルもれ無き事を確認する。 
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2-3 エアインテークシステム(AT用) S―s 

■ 構造・作動 

エアクリーナー(MSC, AT) 

ゃぇソレノイドバルブ(サブISCバルブ)用バキュームニップル追加(エアコン無車は盲キャップ付) 

: 慧 

--- 
24 

SCEAYU 

12 

100114)-1.7 

品啾襄

餅ワー瑩

ソレノイドバルブ

(サブISC)へ 

。まず立座ケ顚キの国 かすひろームぬ荷黷(か 

事業の目せんゆ (三) 

さきあ二内耳《ハモス☆善 
エアクリーナーステー(AT) 

ATケースに合わせて形状変更 「中国山17月1休ぐ日 

市噌イャベス飲酒類 (g) 

(京堂ケ辭の意図書m2 1 条中確認 マネスギープ(テースに安全防災部サイプホルマロ 

掛金チブオセン岬 (セント 

(B崎系)オQ/岡 

¢ 

ますけごみ テン卞の値

0000 年 111100 

mansÈ 

0 
( 林  (a) 

。よさせるニュマ え氏一癶☆一度でロ 
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エアインテークシステム ー AT用 PーS 

櫨ギ・産舞

エアコントロールバルブ,ソレノイドバルブ(MSC, AT) 

エアコントロールバルブ(ISCバルブ)の流量を150ℓ/minとした。(MTは従来どおり100ℓ/min) 

AT,エアコン車にソレノイドバルブ(サブISCバルブ)新設 

項
 
 

T
A

 

D
A

P
A

P
 

(m
) 

中

g 

ISCバルブ(流量150ℓ/min) 

0 A n
d

y
s
h

a
 サブISCバルブ(流量32l/min) 

(◎ (mm/s)量新 1℃にそえ 
図

死 0 

a8 a 

130 

インテークマニホールドコレクター(MSC,AT) 

虫ニ養てとやヌ文大のヘーをーチーハッモス

AT制御用バキュームニップルを追加 

つ

(JA
P

A
N

 

甲

ップル追加
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2-4 フェーエルシステム(AT用) 

■ 構造 · 作動 

スロットル&バルブASSY(NA-MPi, AT) 

ISCバルブをステッパーモーター式に変更した。 でありゆーロ亠<=マト 

TAM ムペリ偃とだイド 号 

ステッパーモーター式ISCバルブ 

(riont S Oar量産) ヒャリ 

U
F
A
番
 

(niml & SC量彦) 

ステップ数 流量(l/min) 

0 30 

15 85 

120 600 

ステッパーモーターへの入力ステップ数に応じて開口面積を変化させ流量を制御する。

ーエキハ困職研TA 

3 

H
APAL (C) 
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3 動力伝達システム 

変更項目のみ記載。記載なき項目は,既刊の 

サンバー660新型車解説書または整備解説書 

を参照して下さい。

オートマチックトランスミッション 〔5〕TA98型,TZ98型 3-27 
■ 概要・仕様 3-2 ■構成部品 3-27 
〔1〕車上点検 3-5 ■ 構造・作動 3-28 

〔2〕トランスミッション脱着 3-11 (1) 油圧制御 3-28 
■整備作業準備品 3-11 (2) コントロールバルブ 3-31 
■整備要領 3-11 (3)油圧回路 3-36 
〔3〕セレクトシステム 3-17 (4) クラッチ&ブレーキ 一 3-42 

■構成部品 3-17 (5)動力伝達経路 3-46 
■ 整備要領 3-18 (6) 電子制御システム 3-49 
(1)セレクトレバー 3-18 

3 (2) セレクトケーブル 3-22 

〔4〕オイルクーリングシステム 3-25 

■ 概要・構造 3-25 

■整備要領 3-26 

■主要変更点 

(1) 全車のECVTを3速オートマチックトランスミッション(3AT)に変更した。 

(2) オートマチックトランスミッションのATF冷却用オイルクーラーは,従来車(ECVT)のラジエータータンク 

内蔵タイプから外出し筒型タイプ(水冷式)に変更した。 

(3) 3AT車の4WDトランスファのビスカスカップリングは,従来車(ECVT)に対し小型化した。 

(4) 3ATの制御機能は,EMPi-ECUに内蔵されており,一体型のECUである。 
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オートマチックトランスミッション

■ 概要・仕様 

(1) ECVTを3速オートマチックトランスミッション(3AT)に変更した。 

(2) トルクコンバーターに始動用のリングギヤを追加した。 

(3) トランスミッションのATF冷却には,外出し筒型の水冷式オイルクーラーを採用した。 

(尚,赤帽,3AT車は,上記④従来の空冷式オイルクーラー) 

(4) 4WDトランスファのビスカスカップリングは,従来車(ECVT)に対し小型化した。 

<2WD> 

) 

デファレンシャルASSY 

カウンター
リングギヤ

シャフト

トルクコンバーター

ドライブプレート

アウトプット
シャフト

インプットシャフト

ロー&リバース 

ブレーキ
パーキングギヤ フロントクラッチリヤプラネタリー

ギヤ ブレーキバンド

フォワードクラッチ

フロントプラネタリギヤ
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オートマチックトランスミッション ーー 概要·仕様 

<4WD> 

ビスカスカップリング

( 

デファレンシャルASSY 

カウンター

シャフト
( 

リングギヤ

トルクコンバーター

ドライブプレート

アウトプット

シャフト

インプットシャフト

パーキングギヤ

ロー&リバース 

ブレーキ
フロントクラッチ

リヤプラネタリー
ブレーキバンド

ギヤ
フォワードクラッチ

フロントプラネタリギヤ
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オートマチックトランスミッション ーー 概要・仕様 

<仕様> 

NA-EMPi SC-EMPi 
車 種 2WD 4WD 2WD 2WD 4WD 

一般 一般 一般 赤帽 一般

TA981 TZ981 TA981 TA981 TZ981 
トランスミッション型式

KD1AA KD1AA KB1AA KC1AA KB1AA ト
ル
ク

コ
ン

バ
ー

タ
ー

型. 式 対称,3要素,1段,2相型 

ストールトルク比 2.2 2.0 
ストール回転数 2500~ 2500~ 2800~ 2800~ 2800~ 

(rpm) 3100 3100 3200 3200 3200 

型  式 前進3段,後進1段,遊星歯車式 

湿式多板式クラッチ  2組, 湿式多板式ブレーキ 1組 
制 御 要 素 

バンド式ブレーキ1組, ワンウェイクラッチ  1個 

1 速 2.659 フロントサンギヤ歯数 35 フロントインターナル変

2 速 1.530 リヤサンギヤ歯数 31 ギヤ歯数 66 
変 速 比 

3 速 1.000 フロントピニオンギヤ歯数 …16 リヤインターナル

後退 2.129 リヤピニオンギヤ歯数………18 ギヤ歯数 66 
速 P(パーキング) :変速機中立,出力軸固定,エンジン始動可能 

R(リバース) :後退 

N(ニュートラル) :変速機中立,エンジン始動可能 
セレクト位置

D(ドライブ) :1速 二2速 ニ3速 
機

2(セカンド) :1速 二速←3速 

1(ファースト) :1速←2速←3速,1速固定 
} 

1 次 減 速 比 66/47=1.404 60/47=1.277 
終 減 速 比 85/19=4.474 

ポ
ン
プ

オ
イ

ル

型 式 トロコイド型オイルポンプ

駆 動 方 式 エンジン駆動

潤  滑  方  式 オイルポンプによる強制圧送式

外出し筒型オイ
外出し筒型オ潤 ルクーラー(水 

オイル冷却方式 外出し筒型オイルクーラー(水冷式) イルクーラー
冷式)+空冷式 

(水冷式) 
オイルクーラー

使 用 オ イ ル スバルATF(3AT専用) 
滑

総      量 
3.8 4.2 3.8 4.1 4.2 

(含,オイルクーラー) 
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オートマチックトランスミッション ー 車上点検 

〔1〕車上点検 

オイルの点検·交換 

オイルレベル:オイルが不足するとクラッチやバ 
注意

ンドがスリップして焼損し,作動 
·オイル量は,トランスミッションの冷態時と 

不良の原因となる。また、オイル
暖機時とでは異なるので,必ず暖機状態で行 

を入れすぎるとギヤ等にかきまわ
う。

されて泡立ち,劣化の原因となり, 
・オイル量が少ない場合は,オイル漏れが考え 

不足の場合と同様,作動不良を起 
られるので、ケース合せ面、オイルパイプま

したり,走行時,エアブリーザー 
わりなど点検する。

からオイルを吹くこともある。

オイル性状:オイルが黒色化やバーニッシュ化 
<オイル交換> 

(ドロドロしてニス状になること) 
車両をリフトアップし, トランスミッション 

したり,悪臭(焼け臭)がする場 
ケース下部のドレーンプラグを外して、オイル

合は、クラッチやバンドなどが焼
を抜く。

けていることを示しており異常で

ある。
ドレーンブラグ

<点検手順> 

(1) オイルの温度が60~80℃(通常作業状態)に 

なるまで運転をして,暖機する。(目安として, 
例: - 20 3 

圭
ラジエーターファンが2回作動するまで) 

(2) アイドリング状態にして,セレクトレバーを 

回からIレンジまで各レンジにつきセレクト 

し, 回レンジに戻す。(12 回⇄回さ 
ドレーンプラグ締付トルク

211) 
T 39-54N m 〔4.0~5.5kg·m) 

(3) 車両を平坦な場所に止め,Pレンジでアイド 

リング状態に保持する。 オ イ ル 交 換 時 期 40,000km毎 

(4) レベルゲージでオイル量を点検する。 スバルATF 
使 用 オ イ ル 

(3AT専用) 

オイルレベル範囲
ドレーンプラグ

約1.5 
から抜いた時

オイル量
ò 6 2WD一般 3.8 

(ℓ) 総量
2WD赤帽 下限 上限 4.1 

(含、 オイルクーラー) 
4WD一般 4.2 

(5) オイル量が少ない場合は、スバルATF(3AT 
オイルは,オイルパイプ(レベルゲージ部) 

専用,指定オイル)を補充する。 
より入れ, オイルレベルの確認は,エンジンを 

十分暖機し,アイドリング状態で行う。 
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オートマチックトランスミッション ー 車上点検 

ストールテスト

<目的> <ストール回転数> 

エンジン性能,およびトランスミッション内 
エンジン 基準値(rpm) 

部の異常の有無を点検する。 NA-EMPi 2500~3100 
SC-EMPi 2800~3200 

<テスト前の準備> 

(1)スロットルバルブの全開度合いを点検する。 <判定> 

(2)エンジンオイルを点検する。 
ストールテスト結果 推 定 原 因 

(3) 冷却水を点検する。 
基準値より低い • エンジンの出力不足 

(4)ミッションオイルを点検する。 
● トルクコンンバーター 

の不良
<ストールテストの手順> 

Dと2レンジが基準値 ●ワンウェイクラッチ 
(1)4輪をジャッキアップして実施する。(安全の 

より高い の滑り
ため) 

(1)と レンジは正常) 

注意 やむをえず,地上で行なう場合は,広 Dと2 と レンジが基 ● フォワードクラッチ 

い場所に車両を置き,前後輪に輪止めをし, 準値より高い の滑り
周囲の安全を十分確認する。

(R レンジは正常) 

(2)エンジンを十分暖機し,ミッションオイル温 
R レンジのみ基準値よ ● フロントクラッチの 

度を60~80℃にする。(目安として,ラジエー 
り高い 滑り

ターファンが2回作動するまで) 
●ロー&リバースブレ 

(3)エンジン回転計を運転席から見える位置に取 
ーキの滑り

付ける。 Rとエレンジが基準値 ●ロー&リバースブレ 

(4)ハンドブレーキを十分に引く。 
より高い ーキの滑り

(5)エンジンを始動する。 
(Dと2レンジは正常) 

(6) セレクトレバーを回レンジにセットし,フー 全レンジが基準値より ●ライン圧が低い 
} 

トブレーキを強く踏んで,アクセルペダルを全 
高い

開まで踏み込む。

(7) エンジン回転数が安定したら,回転数(スト 

ール回転)を,すばやく読み取り,アクセルペ 

ダルをもどす。

(8) Nレンジに入れ,アイドリング状態で1分以上 

休み,冷却する。(1回終了毎に) 

(9) 2], [1],同様のストールテスト 

を行う。

注意 ストールテストは,できる限り短時間 

(5秒以内)で行うこと。 
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オートマチックトランスミッション ー 車上点検 

ライン圧テスト

<目的> (4) ハンドブレーキを十分に引く。 

オイルポンプの性能,各部の作動状態,油圧 (5) フートブレーキを踏み、セレクトレバーをD 

回路のリークなどを点検する。 レンジにし,アイドリング時とストール時(ア 

クセルペダル全開)の油圧を測定する。 

<テスト前の準備> (6)     同様の油圧測定を測定を行う。 

前項(ストールテスト)を参照のこと。 注意 ストール時の油圧測定は,すばやく行 

う(5秒以内)。また、1回のテストが終了す 

<ライン圧テストの手順> るごとに、 Nレンジに入れ,アイドリング状 

(1) エアクリーナーを外してから、トランスミッ 態で1分以上休み冷却する。 

ションケース上部のライン圧点検用盲プラグを <基準値> 油圧 KPa〔kg/㎤〕 

外し,特殊工具·プレッシャーゲージアダプタ 
条件 エンジン Dレンジ Rレンジ 

ー,オイルプレシャーゲージを取付ける。 
420~460 860~960 

ST NA 
49889 5600 プレッシャーゲージアダプター アイドリング [4.3~4.7] 〔8.8~9.8〕 

(新設) 時 420~460 860~960 SC 
〔4.3~4.7〕 [8.8~9.8] 

49857 5400 オイルプレッシャーゲージ 
660~750 

NA 
1360~1540 

49889 7700 プレッシャーゲージアダブター 〔6.7~7.6〕 〔13.9~15.7〕 
ストール時

セット 720~780 1480~1640 SC 
注意

[7.3~8.0] (15.1~16.7) ST アダプターセットのワッシャ

ー(2枚)は必ず使用のこと。 <判定> 

テ ス ト 結 果 推 定 原 因 
プラグ締結トルク: 

各レンジで油圧が基準 ·バキュームダイヤフラ 
T 7~9N·m〔0.7~0.9kg·m〕 

値より高い ムの不良

• バキュームホースの不良 

各レンジで油圧が基準 ●バキュームダイヤフラ 

値より低い ムの不良

プラグ • バキュームホースの不良 

·油圧回路の圧カリーク 

• オイルボンプの不良 

• オイルストレーナーの 

目づまり

Dレンジのみ油圧が基 · D レンジ油圧回路のリーク 

準値より低い ·フォワードクラッチで 

の圧力リーク

Rレンジのみ油圧が基 ·Rレンジ油圧回路のリ 

(2) 4輪をジャッキアップして実施する。(安全の 準値より低い ーク

·フロントクラッチ.ロ ため) 
ー&リバースブレーキ 

注意 やむをえず,地上で行なう場合は,広 
での圧力リーク

い場所に車両を置き,前後輪に輪止めをし, アイドリング回転とス ·プレッシャーレギュレー 

トール回転で圧力が変 ターバルブの摺動不良周囲の安全を十分確認する。
化しない • バキュームスロットル 

(3)  エンジンを十分暖機し,ミッションオイル温 
バルブの摺動不良

度を60~80℃にする。(目安として、ラジエー • バキュームホースの外れ 

• オイルストレーナーの ターファンが2回作動するまで) 
目づまり
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オートマチックトランスミッション ー 車上点検 

タイムラグテスト

<目的> からショックを感じるまでの時間を,ストップ 

アイドリング状態で,セレクトレバーを作動 ウォッチで計測する。

させた時,ショックを感じるまでの時間を計測 (5)同様の方法で,図→瓦にセレクトレた時の時 

し,クラッチ,ロー&リバースブレーキ,油圧 間を計測する。

などを点検する。

<基準値> 

<点検手順> N→D 1.2秒以下 

(1) エンジンを暖機し,ミッションオイル温度を N→R 1.4秒以下 

60~80℃にする。(目安として、ラジエーター 

ファンが2回作動するまで) <判定> 

(2)ハンドブレーキを引き,フートブレーキを踏 テスト結果 推 定 原 因 

む。 N→Dタイムラグ ●油圧が低い 

(3) エンジンを始動し,アイドリング回転数を点 基準値より大きい ●フォワードクラッチの摩耗 

検する。 N→Rタイムラグ ●油圧が低い 

NA-EMPi:800±50rpm(エアコンOFF) 基準値より大きい • フロントクラッチの摩耗 

SC-EMPi:800±50rpm(エアコンOFF) ·ロー&リバースブレーキ 

(4) セレクトレバーをN→回ににセレクトした時 の摩耗

ロードテスト

<目的> <判定> 

変速点,変速ショック,エンジンブレーキの テスト結果 推 定 原 因 

状態などを点検する。 ●変速点が高い ● 電子制御システムの異常 ~ 

または,低い コントロールユニット

●変速しない (ECU),各センサー·スイ 
<点検要領> 

ッチ,各ソレノイドの点検 
① 点検はシャシダイナモ(フリーローラー)で 

●変速ショックが ● ライン圧の不具合 
行うこと。やむを得ず公道で行う場合は,安全 大きい。または, バキュームダイヤフラ

を充分確認して行う。 滑り感がある。 ム.バキュームスロット 

② エンジンを暖機し,ミッションオイル温度を ルバルブ,レギュレータ 

ーバルブの摺動不良
60~80℃にしてから行う。(目安として,ラジ 

●クラッチの焼け 
エーターファンが2回作動するまで) 

• 異音がでる ● トルクコンバーターの不良 

③ D, 2, Dレンジで走行し,変速点,変速シ ●クラッチの焼け 

ョックなどを点検する。 ● 異物の噛み込み 

2 レンジでエンジン ブレーキバンドの滑り

ブレーキが効かない

1レンジでエンジン ロー&リバースブレーキの 

ブレーキが効かない 滑り
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オートマチックトランスミッション ーー 車上点検 

ロードテスト

<変速特性図> 

〔NA車〕 

2→1 1→2 3→2 2→3 100 
i 

80 

ス
ロ
ッ
ト
ル
開
度
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)
 

60 
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〔SC車〕 
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オートマチックトランスミッション ー 車上点検 

インヒビタースイッチ

<点検> 

(1) エアクリーナーを取り外す。 

T 6.5±0.5N·m〔0.65±0.05kg·m〕 
1 2 3 4 5 

6 7 8 9 

<調整> 

(1) セレクトレバーを図レンジにする。 

(2) インヒビタースイッチ取付ボルトをゆるめる。 

(3) トランスミッション側アームが団位置にある 

ことを確認する。

(2) インヒビタースイッチのコネクターを外す。 (4) 特殊工具·ストッパーピンをアームの調整穴 

に差し込む。

ST 49926 7300ストッパーピン 

(5)取付けボルトを締付ける。 

2.5~4.0N·m〔0.25~0.4kg·m) 

(6)  特殊工具・ストッパービンを取りはずす。 

(3) 各レンジで端子間の導通を点検する。 

端子 6 16 1453827 レンジ

P 00 0 10 

R 0 -0 

N 0 0 0 0 

D 0 0 

2 0 0 

1 ○ 0 

80 0 
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整備作業準備品
トランスミッション脱着 ー 

整備要領

〔2〕トランスミッション(3AT)脱着 ■整備作業準備品 

区分 工具番号 名称 用 途

28099PA100 ドライブシャフトリムーバー
ST アクスルシャフト外し

922650000 トランスミッションハンガー エンジンサポート用

車体昇降用オートリフト 車体の昇降一

ミッションジャッキ トランスミッションの脱着
工具

ハンディパー(パール) リヤ左側アクスルシャフト外し

オイル受け皿 ATFの回収 

油脂 スバルATF(3AT専用) ATFの補充 

■ 整備要領 

脱着

<取外し> (5) リフトアップし,ダイヤゴナルメンバーを取 

トラックSC-EMPi,4WD車の場合を記載し り外す。(左右共) 

た。バン,2WD等他車種の脱着は,本章を参考 7 69±10〔7.0±1.0〕 

に実施して下さい。

尚,締付トルクは, T N·m (kg·m]で表 

示した。

(1) 車両をリフトにセットする。 

(2) バッテリーカバーを外し、バッテリーの一端 

子を外す。 約

(3) トラップドアを外す。 
ダイヤゴナルメンバー

(4) リヤバンパーを取り外す。 

注意 ランプのハーネスコネクターを外して (6) エキゾーストカバーを外す。 

おく。 T 7.5±2 [0.75±0.2〕 
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トランスミッション脱着 ー 整備要領 

脱着

(7) ベローズカバー(R)を取り外す。 

7.5±2〔0.75±0.2〕 

. 

(10) ベローズカバー (F) を取り外す。 

(11) マフラーカバー上部のアースを外す。 

(8) エキゾーストマニホールドカバーを外す。 

(12)    締付けボルト, ナットを外し,マフラーハン 

(9) シリンダーヘッド側およびベローズ側のナッ ガークッション(F) を外す。 

トを外し、エキゾーストマニホールドを取り外 ボルト(2本): 33±10〔3.3±1.0〕 

す。
ナット(1箇) T 18±5 (1.8±0.5〕 

シリンダーヘッド側: T 35±5〔3.5±0.5〕 

ベローズ側 T 40±5〔4.0±0.5〕 

注意 O2センサーのハーネスコネクターを外 

しておく。
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トランスミッション脱着 ー 整備要領 

脱着

(13) マフラーカバー取付けボルトを外す。(3箇所) (16) フロントデファレンシャルとの結合ボルトを 

T 18±5〔1.8±0.5〕 外し、プロペラシャフトを取り外す。

T 25±7〔2.5±0.7〕 

注意 プロペラシャフト引抜き後、オイルが

流出するので、トランスミッション側にキャ

ップを挿入して防止する。

0 

(14) ボルト,ナットを外し、マフラーハンガーク 

ッション (R), マフラーハンガーブラケット 

(R) を取り外す。 

33±10 
T [3.3±1.0] (17) アンダーカバーを取り外す。 

13 

18土5 

〔1.8±0.5〕 不

(15) マフラーASSYをマフラーカバーと一緒に取 

り外す。
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トランスミッション脱着 ー 整備要領 

脱着

(18) リヤドライブシャフト外し (19) エンジンルームカバーを外す。(RHのみ) 

① RH側 20 取付ボルト,ホースを外し,エアクリーナー 

特殊工具·ドライブシャフトリムーバーを使 を取り外す。

用して、ドライブシャフトをアクスルシャフト T 6.5±0.5〔0.65±0.05〕 

から分離する。

ST 28099PA100 ドライブシャフトリムーバー 

ST 28099PA100 (2) インヒビタースイッチのコネクターを分離す 

る。

② LH側 
セレクトケーブル

市販工具のバール等を使用して,ドライブシ 

ャフトをアクスルシャフトから分離する。

<参考> ハンディバー L22-600 

(KTC,京都機械工具KK) 

インヒビタースイッチ

(2) トランスミッション上部のセレクトケーブル 

を外す。

㉓ スピードメーターケーブルを外す。 

  車速センサーのコネクターを分離する。 

(15) クランプをゆるめ,IN側およびOUT側のATF 

オイルクーラーホースを外す。

注意 ホースおよびパイプにオイル漏れ防止

をすること。
11 

ハンディバー
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トランスミッション脱着 ー 整備要領 

脱着

(26) スターターの取外し ㉚ ドレーンプラグを外し,ATFを抜く。 

① スターターのハーネスを外す。 T 39~54〔4.0~5.5〕 

② 取付ボルトを外し、スターターを取り外す。 

T 44±3 〔4.5±0.3] 

(エンジンとの結合ボルト) ドレーンプラグ

(17)  特殊工具・トランスミッションハンガーまた 

は市販工具を使用して,エンジンをサポートす 

る。

IS 922650000 トランスミッションハンガー 

<参考> 市販工具 エンジンサポートブリッジ 

(株)バンザイ ESB-2 

(28) 取付ボルトを外し、フライホイールハウジン (3) ミッションのオイルパン下部にミッションジ 

グカバーを取り外す。 ヤッキをセットする。

т 7±2 [0.7±0.2] 

(32)フロント側のマウンティングを外す。 
( 29 ドライブプレートとトルクコンバーターとの T 1 62 18 [6.3 ±8.8] 

結合ボルト(3本)を取り外す。 

35±3〔3.5±0.3〕 T 

注意 クランクシャフトを回しながら順次外

す。

(t) 
ポルト
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トランスミッション脱着 ー 整備要領 

脱着

(3) リヤ側のマウンティングブラケット取付ボル (35) ミッションとエンジンの結合ボルトを外し, 

トを外す。 ミッションを車体からおろす。

T 44±3〔4.5±0.3〕 

注意

• エンジンとクロスメンバー間に木片を挿入し 

ておく。

90±10 
1 [9.0±1:0] 55±10 

1 (5.5±1.0) 

(14) LH側のクロスメンバー取付ボルトを外し,ク 

ロスメンバーをリヤ側にずらして,マウンティ 

ングブラケットを取り外す。

64±10〔6.5±1.0〕 T · 

注意 プラケット取外し後,クロスメンバー 

は、取付けておく。 <取付け> 

取外しの逆手順で行う。

注意

·インヒビタースイッチを取付ける場合は,N 

レンジで特殊工具·ストッパーピンを使用し, 

位置を合わせること。

ST 499267300 ストッパーピン 

取付けボルト:T 2.5~4.0〔0.25±0.4〕 

·ガスケット類は新品を使用すること。 
9 

·ドライブシャフト挿入時は、確実に入ってい 

ることを確認する。

・ATF量はレベルゲージで確認し、不足の場合 

は,オイルパイプ部より注油する。 
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セレクトシステムーー構成部品

〔3〕セレクトシステム 構成部品

T N·m〔kg·m〕 

プッシュボタン

2 CS 

(A) 

グリップ

2) 3 

一

インジケーターASSY 

ロッドASSY 

(
1

)
 

ランプハーネスCP 

インジケーターランプ
レバーCP 

am 3 
シフトロック( 
解除ボタン

T 6±2 〔0.6±0.2〕 

Pレンジ 
シフトロック

スイッチ
ソレノイドバルブ T 12±3〔1.2±0.3〕 

D 
3 

スペーサー

ロックプレート

(D) 
G 

プレートCP 

D 

ブーツ
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オートマチックトランスミッション ー セレクトシステム,整備要領 

■ 整備要領 (1)セレクトレバー 三城宝塚

取外し

(1) フロントカバーをメインヒューズボックスか (4) イルミネーションライトシフトロックソレノ 

ら取り外す。(バン·トライ系) イドのハーネスコネクターを外す。

(5) インジケーターカバーを取外す。 

フロントカバー

インジケーターカバー

メインヒューズボックス

(2) コンソールボックスキャップを取り外し、コ 

ンソールボックスを取り外す。 (6) セレクトケーブルをプレートに止めているク 

リップを取外す。

(7) スナップピンを抜いて、セレクトレバーCPか 

らセレクトケーブルを外す。
コンソールボックスキャップ

スナップピン

セレクトケーブル
コンソールボックス クリップ

(3) グリップを取り外す。 

グリップ

(8) プレートをボディに取付けているボルトを外 

して、セレクトレバーASSYを取外す。 
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オートマチックトランスミッション ーー セレクトシステム 

分解 点検

(1) PレンジSWを取り外す。 次の項目について点検し,異常の有るものに 

ついてはその程度によって修正又は交換する。

(1)グリップの亀裂,変形の有無。 

(2) セレクトレバーCPの変形,損傷の有無。 

(3)レバーブーツの損傷,変形の有無。 

(4) プレートCPの損傷,変形の有無。 
PレンジSW 

(5) 各ブッシュの摩耗,損傷の有無。 

(6) セレクトレバーCPのスペーサーの損傷.摩耗 

の有無。

( 

0 

(2) シフトロック解除ボタンとシフトロックソレ 

ノイドを取り外す。

シフトロック解除ボタン

シフトロックソレノイド

の

一

¢ 

(3) プレートからレバーCPとロックプレートを取 

り外す。

注意 この時,デテントのボールを落とさな 

い様に注意すること。
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オートマチックトランスミッション ーー セレクトシステム 

組立て

(1) スペーサーにグリースを塗布した後,セレク (5) シフトロックソレノイドとシフトロック解除 

トレバーCPにスペーサーとブッシュを組込む。 ボタンを取付ける。

使用グリース ダフニーコロニックス#2 締付けトルク T 6±2N·m〔0.6±0.2kg.m〕 

(2) セレクトレバーCPのデタント部にグリースを 

塗布し,ストッパーを組付けてから,スプリン 注意

グ,リテーナー,ボールを組込む。 ·取付けた後,レバーをPレンジにいれて,シ 

使用グリース ダフニーコロニックス#2 フトロック解除ボタンを押した時にプッシュ

(3) セレクトレバーCPとロックプレートをプレー ボタンを押すことができるか確認すること。

トCPに取付ける。 • 作動不良の場合は,シフトロックソレノイド 

注意 デテントのボールが落ちない様にする とロックプレートの組付け位置を調整するこ

こと。 と。

締付けトルク T 12±3N.m〔1.2±0.3kg.m〕 

(4) Pポジションスイッチを取り付ける。 

締付けトルク T 2±0.7N·m〔0.2±0.07kg·m〕 

シフトロック解除ボタン

シフトロックソレノイド

) 

2 
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オートマチックトランスミッション ー セレクトシステム 

取付け

(1) プレートにセレクトケーブルを通して、セレ (6) グリップを取付ける。 

クトレバーASSYをボディに取付ける。 締付けトルク 2±0.7N·m〔0.2±0.07kg·m〕 T 
締付けトルク 18±5N·m〔1.8±0.5kg·m〕 T 

グリップ

スナップピン

? 
セレクトケーブル

クリップ

(7) コンソールボックスを取付け,コンソールボ 

(2) セレクトケーブルをセレクトレバーCPに組付 ックスキャップを取り付ける。
けて、スナップピンで止める。

(3) アウタセレクトケーブルをクリップでプレー 

トに止める。
コンソールボックスキャップ

(4) インジケーターカバーを取付ける。 

締付けトルク T 2±0.7N·m〔0.2±0.07kg·m〕 

(5) ハーネスコネクターを結ぐ。 

コンソールボックス

,インジケーターカバー 
(8) フロントカバーにメインヒューズボックスを 

( 
取り付け、コンソールボックスに取り付ける。

(バン·トライ系) 

フロントカバー

メインヒューズボックス

注意 取付け終了後,セレクトケーブルの調 

整とシフトロックシステムの点検を行うこと。
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オートマチックトランスミッション ー セレクトシステム 

(2) セレクトケーブル 

取外し

(1) エアクリーナーを取り外す。 (5) アウタケーブルをプレートに止めているクリ 

(2) スナップピンを抜き、シフトアームからセレ ップを取外す。

クトケーブルを外し、アウターケーブルを取付 (6) スナップピンを抜いて,セレクトレバー 

けているブラケットごと取外す。 ASSYのリンケージからセレクトケーブルを外 

す。
スナップピン

シフトアーム セレクトケーブル

スナップビンブラケット

○ 

セレクトケーブル
クリップ

(3) メインヒューズボックスを取外した後、コン 

ソールカバーを取外す。 (7) ボディ下回りから,クリップを外してセレク 

トケーブルを取外す。

ケーブル

コンソールポックスキャップ

7 77 ∠ 7 7 
コンソールボックス

(4) グリップ,インジケーターカバーを取外す。 
フューエルタンク

インジケーターカパー
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オートマチックトランスミッション ー セレクトシステム 

取付け

(1) セレクトケーブルをボディ下回りにセットし (5) インジケーターカバー、グリップを取付ける。 

てクリップを取付ける。 (6) コンソールカバーを取付ける。 

注意 ケーブルの取回しに注意して,極端な 

曲りや、折れなどのない様にすること。

(2) シフトアームにインナーケーブルをスナップ 
コンソールボックスキャップ

ピンで取付け,アウターケーブルをプラケット 

ごと取付ける。

締付けトルク T 15±4N·m〔1.5±0.4kg·m〕 

スナップピン

シフトアーム セレクトケーブル コンソールボックス

ブラケット
注意 取付け後,セレクトケーブルおよびイ 

ンヒビターSWの点検·調整を行うこと。 

(3) セレクトケーブルASSYのリンケージにイン 

ナーケーブルをスナップピンで取付ける。

(4)  アウターケーブルをクリップでプレートに止 

める。

スナップピン

セレクトケープル
クリップ
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オートマチックトランスミッション ーー セレクトレバー 

点検

インヒビタースイッチの可動盤を各レンジの

位置にして,コネクターのターミナル間での導 

通の有無を点検する。

1 2 3 4 5 

6 7 8 9 

○ :導通あり 

1 ○ 

0
0

0
0

0
0

 

2 ○ 

D ○ 

N ○ 

R 

P 

4 5 3 8 2 7 1 

インヒビターSW 
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オイルクーリングシステム ーー 概要·構造 

〔4〕オイルクーリングシステム ■ 概要・構造 

(1) 3AT車のATF冷却用オイルクーラーは,従来車(ECVT)のラジエータータンク内蔵タイプから外出し簡 

型タイプ(水冷式)に変更すると共にクーラーの容量アップをはかった。 

オイルクーラー取付場所は,床下のエンジンクーリングパイプ上である。 

(2) オイルクーラーの冷却効率向上のため,NA車のエンジンクーリングパイプ径をアップした。(3AT全車は 

従来のSC車と同じパイプ径にした。) 

(3) 赤帽 3AT車は,従来のECVT車と同様,空冷のオイルクーラーを追加している。但し,空冷および水冷 

オイルクーラーとトランスミッション間の配管は,従来車の直列タイプから配管途中で分岐させた並列タイ 

プに変更した。

<構造> 
( 

〔3AT全車(但し,赤帽3AT車を除く)〕 

(F側) エンジンクーリングパイプ オイルクーラー(水冷) 

ラジエーター

&ヒーター← 

ラジエーターー
ヒーターー

(3AT) 

i
i
 

外パイプ 冷却水

オイルクーラー(水冷) 
ATF 

一

内パイプ

断面図

〔赤帽 3AT車〕 

(F側) エンジンクーリングパイプ オイルクーラー(水冷) 

オイルクーラー(空冷) 
ラジエーター

ATFパイプ 

0 

(3AT) 
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飲料 クーリングシステム 整備要領 

■整備要領 

<取外し> 

(1) エンジン冷却水を抜く。 エンジンクーリングパイプ

(2) オイルクーラー IN側,OUT側のクランプをゆるめ, ヒーターパイプ

ホースを外す。 クランプ

注意 ATFが流出するので,ホース側およびオイルク 

ーラー側をゴム栓等で塞ぐ。

(3) 取付ボルトを外し,オイルクーラークランプを取り外 

す。

T 7.5±2N·m〔0.75±0.2kg·m〕 

(4) オイルクーラーとエンジンクーリングパイプを接続し オイルクーラー
A/Cパイプ 

ているゴムホースのクランプをゆるめる。 〔写真はトラック,A/C付車〕 
(5)オイルクーラーを取り外す。 

<取付け> 

取外しの逆手順で行う。

注意

·エンジン冷却水の注水は,'90.3 サンバー660整備解説書(上)を参照して下さい。 

塩竈市

[車TAB   計 

-mins 
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TA98型,TZ98型-一構成部品 

〔5〕TA98型(2WD),TZ98型(4WD) ■構成部品 

<外装部品> T N.m (kg·m) 

エアブリーザーホース ハンガー
エアブリーザー 16~21 〔1.6~2.1〕 
ブラケット

レベルゲージT 15±4〔1.5±0.4〕 

エアブリーザー
インヒビタスイッチ

ステー
2.5~4.0〔0.25~0.4〕 バキュームパイプ

16〜21 〔1.6〜2.1〕 T 
T 6~8 [0.6~0.8〕 

エアクリーナー
~ 

ステー

T 16~21 (1.6~2.1〕 

バキュームホース エアクリーナー

ステー

16〜21〔1.6〜2.1〕 
オイルクーラーインレットパイプオイルパイプ

19〜21 〔1.9〜2.1〕 6~8 〔0.61~0.82〕 セレクトレバー T T 

バキュームダイヤフラム

T 6〜8 〔0.6〜0.8〕 

オイルクーラーアウトレットパイプ
トルクコンバーターT 19~21 〔1.9~2.1〕 

シフトブラケット

16~21 〔1.6~2.1〕 

自ここ

一

ハーネスステー

16~21 〔1.6~2.1〕 T 
車速センサー 車速センサー M 

化

ハーネス 1 6〜8 〔0.6〜0.8] オイルパン ドライブプレート
35±3 

センサープロテクター 6〜8 〔0.6〜0.8〕 
〔3.5±0.3〕 T 16~21 〔1.6~2.1〕 

<注記> 

ドライブプレートとクランクシャフト間

の結合ボルト: 1 35±3〔3.5±0.3〕 
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TA98型,TZ98型-一構造・作動 油圧制御 

■構造・作動(1)油圧制御 

1-2アキューム 
油圧制御はライン圧制御と変速制御に大別さ プレッシャー

バルブへ
レギュレータープラグ

れる。 エンジン負圧
プレッシャー

① ライン圧制御 レギュレーター

ライン圧とは,各摩擦要素(各クラッチ)の バルブ ライン圧
× 

(Rレンジのみ) 
作動圧であり,エンジンの負荷状態によって, 

このライン圧を最適なクラッチ容量となるよう
トルク

に制御する。 コンバーターへ バキュームバキューム
ダイヤフラムスロットルバルブ

●バキュームダイヤフラムは,エンジンの負 

荷状態を吸入管負圧によって検知し,バキ オイルポンプ

ュームロッドの押力を変化させる。

●バキュームスロットルバルブが,このバキュームロッドの押力に応じたスロットル圧を調圧する。 

●スロットル圧が. プレッシャーレギュレータープラグへ作用し、プレッシャーレギュレーターバルブを 

押し,これに応じてライン圧を調圧する。 

〔エンジンの負荷状態(吸入管負圧)に応じた値に調整される。〕 

● 同レンジの場合は,クラッチ容量確保の為,ライン圧をプレッシャーレギュレータープラグに作用させ, 

[5], [1]レンジよりも調圧点を高くしている。 

② 変速制御 

スロットルセンサー.および車速センサーからの信号により,ATコントロールユニット(ECU)からコ 

ントロールバルブASSYに取付けられたシフトソレノイド1,2に信号が送られ,設定されたシフトスケジュ 

ールに従って最適なギヤ位置が選択される。

ATコントロール 
<シフトソレノイド1> 

ユニット(ECU) 

シフトソレノイド1はON-OFFソレノイド 1-2 { 

シフトバルブ OFF 
であり,OFF状態になると弁が閉じ,ON状態 

で弁が開き,パイロット圧を1-2シフトバル ON 

ブへ作用させる。

シフトソレノイド1 

パイロット圧
<シフトソレノイド2> 

シフトソレノイド2は,上記のソレノイド1 
ATコントロール 

と同仕様のON-OFFソレノイドであり,OFF 
ユニット(ECU) 

状態になると弁が閉じ,ON状態で弁が開き, 2-3 
シフトバルブ OFF 

パイロット圧を2-3シフトバルブへ作用させ 

る。 ON 

シフトソレノイド2 

パイロット圧
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TA98型,TZ98型-- 構造・作動 油圧制御 

<1-2,2-1変速> 

• 1速時,シフトソレノイド1はONであり,パイロット圧は1-2シフトバルブを押し上げており,他の回路 

にライン圧(A)は作用しない。但し,1レンジの時はライン圧(B)が発生するので,2-3シフトバル 

ブを介してロー&リバースブレーキが締結し,1速状態となる。 

●2速時,シフトソレノイド1はOFFとなり,パイロット圧はドレーンされ,1-2シフトバルプに作用しな 

い。1-2シフトバルブはスプリング力により押し下げられ,ライン圧(A)は,1-27キュームバルブ 

を介して,ブレーキバンド2速締結室に作用し,2速状態となる。 

ライン圧(B) 
(1レンジのみ) 

2-3シフトバルブ ライン圧(B) 
フロントクラッチ及び (1レンジのみ) 

2-3シフトバルブ C
F
 1-2 ブレーキバンド3速開放室 フロントクラッチ及び

アキュームバルブ 1-2 ブレーキバンド3速開放室 ライン圧(A) 
アキュームバルブ(D, 2, 1レンジ) ライン圧(A) ( 
→ (D,2,1レンジ) 

ブレーキバンド
ブレーキバンド2速締結室 
2速締結室 

パイロット圧
パイロット圧ー

〔1速時〕 (ON) 〔2速時〕 (OFF) 
シフトソレノイド1 シフトソレノイド1 

<2-3,3-2変速> 

• 2速時,シフトソレノイド2はONであり,パイロット圧は2-3シフトバルプを押し上げており,フロント 

クラッチおよびブレーキバンド3速解放室への回路にライン圧(A)は作用しない。 

尚,1レンジの時はライン圧(B)が発生するので,ロー&リバースプレーキが締結し,1速状態となる。 

• 3速時,シフトソレノイド2はOFFとなり,パイロット圧はドレーンされ,2-3シフトバルプに作用しな 

い。2-3シフトバルブは,スプリング力により押し下げられ,ライン圧(A)はフロントクラッチを締結 

させ,ブレーキバンドを解放し,3速状態となる。 
2-3 一

フロントクラッチ及び シフトバルブ
2-3 ブレーキバンド3速開放室 フロントクラッチ及び

ブレーキバンド3速開放室 シフトバルブ

ライン圧(A) 
(D, 2, 1レンジ) ロー&リバースライン圧(A) 

ブレーキ (D,2,1レンジ) ロー&リバース 
ブレーキ

ライン圧(B) 
(1レンジのみ) ライン圧(B) 

(1レンジのみ) 

パイロット圧
パイロット圧 ZZZZ22 

〔2速時〕 (ON) 〔3速時〕 (OFF) 
シフトソレノイド2 シフトソレノイド2 

<シフトソレノイドの作用> 

ギヤ位置 1速 2速 3速 ソレノイド
○:ON 

シフトソレノイド1 ○ × × 
×:OFF 

シフトソレノイド2 ○ ○ × 
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TA98型,TZ98型-- 構造・作動 油圧制御 

<変速制御システム> 

エ
ン

ジ
ン

ト
ル

ク
コ

ン
バ

ー
タ

ー

変 速 機 

リ
ダ
ク
シ
ョ
ン
ギ
ヤ

フ
ァ

イ
ナ

ル
ギ

ヤ

ド
ラ
イ
ブ
シ
ャ
フ
ト

タ
イ
ヤ

ワンウェイクラッチ
多板クラッチ、
多板ブレーキ、
ブレーキバンド、

プラネタリーギヤ

オイルポンプ サーボ機構

バキューム
コントロールバルブ

ダイヤフラム

車速センサー

シフト シフト
ソレノイド ソレノイド

1 2 インヒビタース
ロ
ッ
ト
ル
セ
ン
サ
ー

スイッチ

{/ 

コントロールユニット

(ECU) 

:動力伝達経路 

:油圧制御回路 

-- :電気信号 

---- : 負圧、または機械信号 
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TA98型,TZ98型ーー構造・作動コントロールバルブ 

(2) コントロールバルブ 

<バルブボディ構造> 

〔アッパーバルブボディ〕

トルクコンバーター

リリーフバルブ

N-Rアキュームレーター 

○ 

○ 

ライン圧
リリーフバルブ

○ 
~ 

○ ○ ○ 
○ 

○ 

○ 

○ O 

○ 

○ 
○ ○ ○ 

○ 

〔ロアバルブボディ〕

バキューム
スロットルバルブ

一

1-2アキュームレーター 

1-2アキューム プレッシャー2-3 
バルブ シフトバルブ レギュレーターバルブ

パイロット マニュアル 1-2 
バルブ バルブ シフトバルブ
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TA98型,TZ98型-一構造·作動コントロールバルブ 

〔バルブ機能〕

名 称 機 能

マニュアルバルブ 各セレクトポジションに応じて,ライン圧を各回路に配送する。 

プレッシャーレギュレーターバルブ オイルポンプから吐出されるオイルを,走行状態に応じたライン圧に調圧する。 

バキュームスロットルバルブ エンジン負荷に応じて,スロットル圧を調圧する。 

パイロットバルブ ライン圧を調圧して,変速制御に用いるパイロット圧を作る。 

1-2シフトバルブ 1-2速を自動変速する。 

1-2アキームバルブ 1-2速,変速時の油圧の立ち上がりをゆるやかにする。 

2-3シフトバルブ 2-3速を自動変速する。 

N-Rアキュームバルブ N-Rセレクト時,油圧の立ち上がりをゆるやかにする。 

<マニュアルバルブ> 

各ポジションに応じ 回路
① ② ③ て,ライン圧を各回路に レンジ

配送する。 ドレーン ドレーンP ② 

ライン圧が配送されな R ○ 

い位置にあるときは,ド N 
肉レーンされる。 D ○ 
③ 

2 ○ 
1 2 D N R P 

ライン圧

1 ○ ○ 

<プレッシャーレギュレーターバルブ> 

プレッシャーレギュレーターバルブには,オイル 

ポンプ吐出圧(上方向に押す力)とスプリング力, ② 

スロットル圧
スロットル圧,ライン圧(下方向に押す力)が作用 ライン圧(Rレンジのみ) 

③ する。 トルク

コンバーター ドレーン
D,2, 1レンジでは,回路①(右図)より流入 作動油圧

× ドレーン 
するオイルポンプ吐出圧が,スプリング力と回路② 

より流入するスロットル圧より大きくなると,バル 
A 

ブは上方向へ押し上げられ,A部の圧力がドレーン 

(×印部)される。 
① 

プレッシャー
このようにして,オイルポンプ吐出圧は,スロッ オイルポンプ レギュレーターバルブ

吐出圧
トル圧,およびスプリング力がつり合う圧力でバラ 

ンスする。

反レンジでは,スプリング力と回路②より流入するスロットル圧に加え,回路③よりライン圧が加わるた 

め,プレッシャーレギュレーターバルプは図下方へ動き,A部の圧力がドレーンされにくくなり,ライン圧 

は高い圧力でバランスする。
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TA98型,TZ98型-- 構造·作動 コントロールバルブ 

<バキュームスロットルバルブ> 
吸入管負圧

バキュームスロットルバルブは,エンジンのバキ 

ューム(吸入管負圧)に反比例したスロットル圧を 

発生させる調圧バルブである。
スロットル圧

スロットル圧がスロットルバルブ端面に作用する
ドレーン

と,スロットルバルブは右方向に押され,ライン圧 

からスロットル圧へのポートは閉になり,同時にス 

ロットル圧からドレーンへのポートを開き,スロッ 

トル圧はドレーンされて低下し,バキームダイヤフ 

ラムのスプリング力とつり合う点でバランスする。
/ 

エンジン負荷が大きい場合(吸入管負圧小)は, ライン圧
バキュームダイヤフラムスロットルバルブを左方向に押す力が大きく,スロ バキューム

ットル圧はドレーンされにくくなる為,スロットル 
スロットルバルブ

圧は高くなる。また,エンジン負荷が小さい場合(吸入管負圧大)は,スロットルバルプを右方向に押す力 

が大きくなり,スロットル圧は低くなる。 

<バキュームダイヤフラム> 

バキュームダイヤフラムは,エンジンの吸入管負圧(エンジン負荷)を検知し,この吸入管負圧によりバ 

キュームスロットルバルブを作動させ,ライン圧を制御する。 

<パイロットバルブ> 

パイロットバルブには,パイロット圧(上方向に 

押す力)とスプリング力(下方向に押す力)が作用 
{ 

する。ライン圧はバルブ端面に作用し,ドレーンさ ② 

ースロットル圧
れるまでバルブを押し上げて,パイロット圧を一定 ライン圧(Rレンジの 

に調圧している。 トルク ③ 

コンバーター ドレーン

作動油圧
ドレーン

A 

① 
プレッシャー

オイルポンプ レギュレーターバルブ
吐出圧
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TA98型,TZ98型ーー構造·作動コントロールバルブ 

<1-2シフトバルブ> 

●1-2シフトバルブには,スプリング力(下方向に 

押す力)とシフトソレノイド1によるパイロット圧 

が作用する。

·1速時はパイロット圧がバルブを押し上げるため, 
ライン圧

回路は閉ざされ、ライン圧は1-2アキュームバル 2-3シフト 
(1 レンジのみ) バルブ

ブに作用しない。 フロントクラッチ
およびブレーキ

また, 1レンジ1速時は,ライン圧が2-3シフトバ 20 1-2アキューム← バンド3速開放室 
バルブ ライン圧ルブを経由して,ロー&リバースブレーキに作用 

(D21レンジ) 
する。 パイロット圧

●2速時はパイロット圧が作用しないので,バルブは 

スプリング力によって押し下げられ、ライン圧は

1-2アキュームバルブに作用する。 

<2ー3シフトバルブ> 

●2-3シフトバルブには,パイロット圧(上方向に 

押す力)とスプリング力(下方向に押す力)が作 
フロントクラッチ用する。
およびブレーキ 3月 

●2速時はパイロット圧が作用し,バルブは上方に移 バンド3速開放室 

ライン圧
動し回路を閉じるので,ライン圧はフロントクラ (2, 21, 1レンジ) 

ロー&リバース 
ッチ,ブレーキバンド解放室へ作用しない。 ライン圧 ブレーキ

(1 レンジのみ) 
●3速時はパイロット圧が作用しないため,バルブは 

ーパイロット圧
押し下げられているので回路は開となり,ライン 

圧は,フロントクラッチ,ブレーキバンド解放室へ作 

用する。 一

<1-2アキュームバルブ> 
1-2アキュームバルブ 

●1-2アキュームバルブには,上方向に押す力とし 

て,スプリング力,ライン圧,スロットル圧が作 
ブレーキ

用し,また,下方向に押す力としてはバルブ上端 バンド
スロットル圧

面にかかるライン圧が作用する。 ライン圧

ドレ
●ライン圧は1-2アキュームバルブを通り,バルブ 

上端面に作用しバルブのドレーンポートが開く位
1-2アキュームレーター 

置まで動き,バランスする。ライン圧は1-2アキ 

ュームレーターにも作用しスプリング力と共にバ

ルブを押し上げようとする。

ブレーキバンドへ作用するライン圧は,1-2アキ 

ュームレーターがストロークする間は緩やかに上昇し,1-2アキュームレーターがバルブにあたるとパ 

ルプのドレーンポートが閉じるのでプレーキバンドの圧力は急激に上昇する。また.スロットル圧によ 

りバルブを押し上げているので,アクセル開度によってバルブの調圧開始点を変化させている。 
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TA98型,TZ98型-ー構造·作動コントロールバルブ 

<N-Rアキュームバルブ> 

●N-Rアキュームバルブには、ライン圧(下方向に押 

す力)とスプリング力(上方向に押す力)が作用す 

る。

ライン圧
• R レンジにセレクト時,ライン圧がN-Rアキューム (Rレンジのみ) 

バルブを押し下げる。N-Rアキュームバルブが作動 

している間油圧は,ゆるやかに上昇するので,N→ 

Rセレクト時のショックを軽減させる。 

一

一
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TA98型,TZ98型 構造・作動 油圧回路 

(3)油圧回路 Nレンジ 

オイルポンプが作動すると,オイルパン内のオイルは,プレッシャーレギュレーターバルプで調圧され, 

トルクコンバーターへ送られる。また,このプレッシャーレギュレーターバルブからのライン圧は,マニュ 

アルバルブがOFFになっているので,各クラッチ,プレーキに油圧はかからない。 
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TA98型,TZ98型- 構造・作動 油圧回路 

D・2レンジ 1速 

プレッシャーレギュレーターバルブからマニュアルバルプを通ったライン圧は,フォワードクラッチに作 

用し,これを接続して1速状態にする。1-2シフトバルブには,パイロット圧がかかっているので,ライン 

圧は1-2アキュームバルブには作用しない。 
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TA98型,TZ98型 構造・作動 油圧回路 

D・2レンジ 2速 

1速から2速変速点に達するとシフトソレノイド1は,OFFとなり,1-2シフトバルプヘパイロット圧が作 

用しないため,1-2シフトバルブに作用しているライン圧は,1-2アキュームレーターに流れ,ブレーキバ 

ンドを作動する。そして,このアキュームレーターは,ブレーキバンド作動時のショックを緩和している。 
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TA98型,TZ98型 一構造・作動 油圧回路 

D レンジ 3速 

2速から3速の変速点になると,シフトソレノイド2はOFFとなり,2-3シフトバルブにパイロット圧が作 

用しない。これにより2-3シフトバルブの回路は開となり,ライン圧はフロントクラッチを作動させ,ブレ 
ーキバンドを開放する。
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TA98型,TZ98型 構造・作動 油圧回路 

1レンジ 1速 

プレッシャーレギュレーターバルブで調圧されたライン圧は,マニュアルバルブを通って,フォワードク 

ラッチに入り,フォワードクラッチを作動させる。また,もう一方はマニュアルバルブ,1-2·2-3シント 

バルブを経由し,ロー&リバースブレーキに入り,これを作動させる。 
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TA98型,TZ98型 構造・作動 油圧回路 

R レンジ 

プレッシャーレギュレーターバルブで調圧されたライン圧は,マニュアルバルプを通って,フロントクラ 

ッチに入り,フロントクラッチを作動させる。また,もう一方は,ロー&リバースブレーキに入り,これを 
作動させる。
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TA98型,TZ98型-ー構造・作動クラッチ&ブレーキ 

(4) クラッチ&ブレーキ 

<クラッチ,ブレーキの作動> 

名    称 働 き

フロントクラッチ インプットシャフトの回転をサンギヤへ伝達,または切り放す。 

フォワードクラッチ インプットシャフトの回転をフロントインターナルギヤへ伝達,または切り放す。 

ブレーキバンド サンギヤを固定,または開放する。 

ロー&リバースブレーキ リヤキャリアを固定,または開放する。 

ワンウェイクラッチ リヤキャリアの回転を一方向に固定する。

<変速位置とクラッチ,ブレーキの作動> 

○:接続,一:解放 

クラッチ
または フロント フォワード ブレーキ ロー&リバース 
ブレーキシフト 備   考 

クラッチ クラッチ バンド ブレーキ
ポジション

P - - - パーキング- 

R ○ 一 - ○ 後 退 

N - - - - ニュートラル

1速 - ○ - - 

D 2速 - ○ ○ - 1速ご2速ご3速 

3速 ○ ○ - - 

1速 一 - - 

2速 2 - ○ ○ 一 1速=2速←3速 

3速 ○ ○ - - 

1速 - ○ ○ - 

1 2速 一 ○ ○ - 1速←2速←3速 

3速 ○ - - 
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TA98型,TZ98型-一構造·作動クラッチ&ブレーキ 

<フロントクラッチ> 

フロントクラッチは,ドライブプレート.ドリプンプレート.リテーニングプレート,ディッシュプレー 

ト(SC車のみ),クラッチピストン,リターンスプリングなどから構成され,インプットシャフトの同転を 

サンギヤへ伝達したり,解放したりする。 

〔NA車〕 〔SC車〕 

リテーニングプレートリテーニングプレート

スナップリング スナップリング ドリブンプレートドリブンプレート ディッシュ
プレート

Dリング Dリング 

一

クラッチ
クラッチピストンドライブ ピストン

プレート
ドライブ

○リング プレート Dリング 
スプリング

リテーナー

リターンスプリング
スプリングリテーナー

スナップリング リターンスプリング

スナップリング

<フォワードクラッチ> 

フォワードクラッチは,ドライププレート,ドリブンプレート,リテーニングプレート,ディッシュブレ 

ート,クラッチピストン,リターンスプリングなどから構成され,インプットシャフトの回転をフロントイ 

ンターナルギヤへ伝達したり,解放したりする。 
{ 

〔NA車〕 〔SC車〕 

ドリブンプレートリテーニング ドリブンプレート
プレート ディッシュプレート

リテーニングプレート ディッシュプレート

Dリング Dリング 

クラッチ

ピストン クラッチ

ピストン
} 00 2 

スナップリング

スナップ

リング

ドライブ

プレート

ドライブプレート Dリング スナップリング Dリング 
リターンスプリングスプリングリテーナー リターンスプリング

スナップリング

スプリングリテーナー
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TA98型,TZ98型-一 構造·作動 クラッチ&ブレーキ 

<ロー&リバースブレーキ> 

ロー&リバースプレーキは,ドライブプレート.ドリプンプレート,リテーニングプレート.ディッシュ 

プレート.ピストン,リターンスプリングなどから構成され.リヤキャリアの回転を固定したり,解放した 
りする。

〔NA車〕 〔SC車〕 

ドリブンプレート ドリブンプレート
Dリング ディッシュプレート ディッシュプレート

リテーニングプレート リテーニングプレート
Dリング 

クラッチピストン クラッチピストン

1 B 

ドライブ

プレート
Dリング スナップリングスプリングリテーナ ドライブプレート

Dリング スナップリング リターンスプリング スプリングリテーナ

リターンスプリング

<ワンウェイクラッチ> 

ワンウェイクラッチは,D, 2レンジでリヤ } 

キャリアの回転を一方向のみに固定する。

アウターレース

スプラグ

インナーレース
左回転をロックする
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TA98型,TZ98型-- 構造·作動 クラッチ&ブレーキ 

<ブレーキバンド> 
サーボピストン

ブレーキバンドは,バンドサーボのストロークに 
サーボリテーナー サーボステム

より,フロントクラッチドラムを介して,サンギヤ 

の回転を固定したり,解放したりする。 Dリング 

Oリング 

Dリング 

( 
リターン

スプリング

アンカー

エンドピン

<車速センサー> 

車速センサーはトランスミッションのフロント側
一

下部に取付けられており,ファイナルギヤの歯数を 

検出,ECUに入力し,車速に変換される。 

○リング 

車速センサー

3-45 



TA98型.TZ98型-一構造・作動動力伝達経路 

(5) 動力伝達経路 

1 D 回レンジ 1速 

<加速時> 

インプットシャフトの回転は,フォワードクラッ 

チを経由して.フロントインターナルギヤへ伝達さ リヤプラネタリギヤ

フロントプラネタリギヤれる。

フォワードクラッチ
フロントキャリアは,アウトプットシャフトとつ 

ながっているので負荷がかかっている。

この為,フロントピニオンギヤは,自転(右方向) 

し,サンギヤを回転(左方向)させ,そしてリヤピ 

ニオンギヤを回転させる。

リヤインターナルギヤは,アウトプットシャフト 

とつながっているので負荷がかかっている。
インプット

リヤキャリアが左回転すれば動力の伝達はなく,アウトプットシャフト シャフト
ワンウェイクラッチ

ワンウェイクラッチの働きで左回転はロックされる。

従って,リヤピニオンギヤの回転は,リヤインターナルギヤへ伝わり,アウトプットシャフトを回転させ 
る。

<減速時> 

リヤインターナルギヤは,負荷とならず動力の発生源となる。リヤギャリアは,リヤインターナルギャの 

回転方向(右)がフリーなので,リヤキャリアの回転力は,サンギヤへ伝達されず,逆駆動力(エンジンプ 
レーキ)は作用しない。 

② D 2レンジ 2速 

インプットシャフトの回転は,フォワードクラッ 

チを経由してフロントプラネタリギヤのインターナ リヤプラネタリギヤ

ルギヤへ伝達される。サンギヤは,ブレーキバンド フロントプラネタリギヤ

フォワードクラッチ
の締結により固定される。

インプット
従って,フロントインターナルギヤの回転はフロ シャフト

ントピニオンギヤを回転(右方向)させると共にフ 

ロントキャリアも回転させる。

そして,フロントキャリアとつながっているアウ 

トプットシャフトを駆動する。
00 

アウトプットシャフト
ブレーキバンド
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TA98型,TZ98型-一構造・作動動力伝達経路 

③ Dレンジ 3速 

インプットシャフトの回転は,フォワードクラッ 
フロントプラネタリギヤ

チを経由して,フロントインターナルギヤへ伝わり, 

リヤプラネタリギヤまた,もう一方は,フロントクラッチを経由してサ 
フォワードクラッチ

ンギヤへ伝達される。
インプット

すなわち,インプットシャフトは,プラネタリギ シャフト

ヤ自体と直結となるので,フロントピニオンギヤは 

ロック状態となり,インプットシャフトの回転はそ 

のままアウトプットシャフトに伝達される。

) 

アウトプットシャフト
フロントクラッチ

④ 1レンジ 1速 

動力の伝達は,D, [2 レンジの1速と同じであるが, 

エンジンブレーキ時に発生するリヤキャリアの右方 リヤプラネタリギヤ

向回転を阻止するため,ロー&リバースブレーキを フロントプラネタリギヤ

フォワードクラッチ
作動させてリヤキャリアを固定している。

インプット
すなわち, D レンジの加速時は,リヤキャリアの シャフト

左方向の回転をワンウェイクラッチで阻止していた

が,エンジンブレーキ時には,逆にアウトプットシ 

ャフトから動力(右回転)が伝達するのでワンウェ 
} 

イクラッチは作用せず,リヤキャリアは空転してし 

まう。そこで, 1レンジではロー&リバースブレー 

キを作動させて,リヤキャリアを固定し,エンジン 
ロー&リバースブレーキ 

ブレーキがかかるようにしている。
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TA98型,TZ98型-一構造・作動動力伝達経路 

⑤         シ 

インプットシャフトの回転は,フロントクラッチ 
フロントプラネタリギヤ

を経由してサンギヤへ伝達される。
リヤプラネタリギヤ

一方,ロー&リバースブレーキも作用しているの 

で,リヤキャリアは固定されている。 インプットシャフト

従って,サンギヤの回転は,リヤピニオンギヤか 

らリヤインターナルギヤへ伝達される。これにより, 

アウトプットシャフトは,入力回転に対し,逆回転 

する。。

ロー&リバースブレーキ フロントクラッチ

⑥   回レンジ 

全てのクラッチ,ブレーキが開放されているので,インプットシャフトの回転は,アウトプットシャント 

に伝達されない。

また, 回レンジでは,パーキングポールがアウトプットシャフトと一体になっているパーキングギヤに噛 

み合うので,アウトプットシャフトは機械的にロックされる。 

パーキングロッド

パーキングサポート

一

パーキングポール パーキングギヤ
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TA98型,TZ98型-- 構造·作動 電子制御システム 

(6)電子制御システム 

(1) 車連,スロットル開度,インヒビタースイッチ(レンジ)等の入力信号からECUがシフトソレノイド1.2 
をON.OFFさせ.この組み合わせにより変速段を決定し,変速制御を行う。 

(2) 3ATの制御機能は,EMPiコントロールユニットに内蔵されており,一体型のECUである。 

(3) 故障診断用のセレクトモニターは,新型セレクトモニターを使用する。 

<入出力図> 

一 車速信号
+ 

G 

4 
IGSW. 

スロットルセンサー

GND 

バッテリ

工

1 G 
ECU 

シフトソレノイド1 (AT制御部のみ) PレンジSW. 

R レンジSW. 

N レンジSW. 
一

DレンジSW. シフトソレノイド2 

2 レンジSW. 

10 
1レンジSW. 
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TA98型,TZ98型-一構造・作動 電子制御システム 

<入出力信号> 

区分 名   称 主制御機能

スロットルセンサー スロットル開度を検出し,変速点,変速タイミングを決定する。 

入力 車速センサー 車速を検出し,変速点,変速タイミングを決定する。 

各レンジに応じた変速点,変速タイミングを決定する。 インヒビタースイッチ
「P, R, N, D, 2, 1」 

ソレノイドのON,OFFにより変速段制御を行う。 
出 力 シフトソレノイド1.2 変速時に変速タイミングを制御して,変速ショックの低減をはかっ 

ている。 一

<自己診断機能(セルフダイアグノーシス)とバックアップ制御> 

下表項目(3ATに関係する項目のみ記載)の入出力信号に故障が発生した場合は,コンビネーションメー 

ター内のパワートレイン(POWER TRAIN)ランプの点灯でタイアグコードを出力し,異常を知らせる。 
また,ダイアグコードは,セレクトモニターにも表示される。 

ダイアグコード 診断項目 診断内容 バックアップ制御

31 スロットルセンサー 所定の開度に固定オープン,またはショート 
し制御する。

33 車速センサー系 オープン,またはショート 3速に固定 

シフトソレノイド1の信号系統がオープン. 71 シフトソレノイド1 3速に固定 またはショートになっている。

シフトソレノイド2の信号系統がオープン. 72 シフトソレノイド2 
またはショートになっている。 3速に固定 

パワートレインランプ点滅例

点滅でコードNOを出力 ダイアグコード 33 

点灯

消灯 100120 MO STEER 
- NG 

な POWER 80 TRAIN 140 
60 000000 

x1000r/min 
40 

P 
(子) ④ 

F H F 
(中) (4) 

2 20 1 10  0 0 

上 D 
km/h 2 

E ー
1 -4 (l) 
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TA98型,TZ98型-一構造・作動電子制御システム 

<セレクトモニター> 

セレクトモニター(SSM)は,ECU内で処理されている各種データー,スイッチのON/OFF信号等が確 
認できるので,電子制御系の故障診断に活用できる。 

入力・出力信号類のデーターを直接表示し,基準値と比較することでセンサー信 データー表示
号系統の断線,ショート,センサー類の特性異常が判別できる。 

LED表示 入力·出力信号のON·OFFと動作状態がLEDの点灯により判別できる。 

ダイアグコード表示 バックアップメモリ内のダイアグノーシスコードを表示する。

j 
メモリクリア バックアップメモリ内のダイアグノーシスコードをクリアする。

〔注記〕

セレクトモニターは新型を使用する。
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八m〴ハンス女 

4 シャシ 
瓦竃

QWA 3HN ONP OWE ONA ON 400 
変更項目のみ記載,記載なき項目は,既刊の 

00 AM 336 AM 08 JAM 20 AM 08 AM 新型車解説書または整備解説書を参照下さ

8.2 0.6 a₁₈ い。

4-1 サスペンション みよりできる 毛

コ28)  I ス て ト ト 所 ■ 仕様 4-2 
スマトキŠ天 (計 

4-2 タイヤ&ホイール a₂ 

問題名の車08条 
■ 仕様 4-3 

4-3 エンジンマウンティングシステム 4-4 
0.8 0.8 Angling) 神奈川P1 

(㎜) 長 
つ

872 (mm)    冊 

ARNOR aloï .0 

û:08 六a重0 

0.50 0円 (m) H; # 

オブ半期 88 A 8 A イトラロ 愁

内川 砂美容注 西本1 - 

1± `08 4 等の龠非常 mma+53 √ 

miturašt ± .100 パッセ

スマトン  
駐土B2 

(St-00.8) 内umm01盖市法 

ベルチム:沖縄県 St 土壌 AREAY 

(ST ± ± S6) (ST円ÖN) 
富 山 (BIREenacr) 鯲

■主要変更点 AAなやば (mm) SI ± I EE 

(1) 3AT車は145R12-6PRLTを採用 FACAY 
x 

(2) 3AT車展開によりクッションBRT等の形状変更 (SPR出身‡) 

(3) サスペンションの仕様を見直し - 

mmal: I 〜 - 

minas I FE てぃじえオトサ

ATYNY 
ジェア総 ǀ±002 

内     月 Ī調査主査 (Rt-00.8) 
U-Li:丸宝断 AACAY 21土亅88 2 ±888 

(株式月瓱科) 
4人以下Ï順番人 21土壌BE St tees (STRagB8↑) 高 1 献 
異常陟トームペル ナイバモジ (㎣) 

19点88千円 小 水道凖小林線 
(STRB配t) 

小中巖 AREP &T 
健士総8点 

(SrFÜEAF) 
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4-1 サスペンション

■ 仕様 

車  種 トラック パネルバン バ ン ディアス系

2WD 4WD 2WD 4WD 2WD 4WD 2WD 4WD 備 - 11-11 - 考

項目 NA SC NA SC NA SC ハイサンNA SC NA SC NA SC 
ルーフルーフフ

ロ
ン
ト
サ
ス
ペ
ン
シ
ョ
ン

プ
リ
ン
グ

コ
イ

ル
ス ばね定数(kg/mm) 3.5 3.5 3.5 2.8 3.5 2.8 ス

ト
ラ
ッ
ト
マ
ウ
ン
ト

減 衰 力 0.1m/s 67/45 
(kgf) 

← ← 

バ
〔伸び縮み〕 0.3m/s 142/62 ← ← 

※ディアスⅡ(SSR 
ばね定数 (kg/mm) 40 付)又はディアス ← ス

タ
ビ

ラ
イ

ザ
ー

ネ 形式 系SC車のみ展開 - ※中実·トーションバー 

外 径 (mm) φ18 プ
リ
ン
グ

コ
イ

ル
ス ばね定数 (kg/mm) リ
ヤ

サ
ス

ペ
ン

シ
ョ

ン

6.0 6.0 4.5 仕
様

シ
ョ

ッ
ク

ア
ブ

ソ
ー

バ
ー

ヘルパ形状
最 大 長 (mm) 444 Aタイプ Bタイプ 

最 小 長 (mm) 278 

減 衰 力 H 
0.1m/s 50/25 

H 

(kgf) ← 

〔伸び/縮み〕 0.3m/s 80/40 ← Cタイプ ヘ
ル

パ
ー

高 さ :H (mm) 70 65.5 H 
ゴムリング

形  状 Cタイプ A B A B Bタイプ 

キャンバー 1°±45′ 左右差45 以内 

キャスター 3°50' ±1° 
フ ト ー イ ン IN 1 ±3mm 左右輪の和

サイドスリップ OUT2 ±3mm/m ア
 
ラ
 

12’バイアス 
口 338±12 一

(5.00-12) 
左右差10mm以内 

12’ラジアル 321±12 測定点:シャシフ (145R12) 
ン 地 上 高 (332±12) 一

(135/95R12) レームとフロント

イ (mm) 12’ラジアル サスクロメン取付
- 321±12 (155SR12) ボルト;前側のボ 

ト
12’ラジアル ルト頭下面

× 一

(145SR12) 321±12 

キャンバー
ン 0°50' ±1° 左右差45以内 

ト
 
仕
様
 

ト ー イ ン IN 1 ±3mm 左右輪の和
リ サイドスリップ IN 1 ±3mm/m 

12'バイアス 
299±12 297±12 一(5.00-12) 

左右差10mm以内 
12’ラジアル 

286±12 測定点 ; トレーリ (145R12) 281±12 
一

地 上 高 (135/95R12) 299±12 289±12 ングアームとシャ
ヤ 12’ラジアル (mm) シフレーム外側取

- 282±12 (155SR12) 付ボルトのボルト

12’ラジアル 頭中心
- 280±12 

(145SR12) 
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4-2 Aテス タイヤ&ホイール 12 ε―A 

■ 仕様 
●印は標準仕様を示す。 

タイヤとホイールの組合わせ

• ディスクホイールは全て12×4.00Bスチール。 T01コ東製 マシスメモイTABa 

トラック,パネルバン バン
車 種 ディアス

350kg積車 350kg積車 200kg積車 

DiasⅡ 
営赤 SDX 

赤
帽ディスク STD SDX Dias NAサンルーフ車 

STD-S STD 
& & NA Diasのサン 及びタイヤ ホイール MT MT 

製帽 3AT 3AT ルーフを除く SC サンサンループ

ハイルーフ

5.00-12-4PR ULT(前輪) 12×4.00B ● 

5.00-12-6PR ULT (後輪) 12×4.00B ● 

145R12-6PR LT 12×4.00B ● ① ● ① ● 

う
145SR12 12×4.00B 

● 

155SR12 12×4.00B 
⑩ 

土地におロダユームペ0r土ね 

〔r土a.a) (東聖地祇) 

(MAV) チャベモトト同 

エムメログユームペ ップタイエカ

(要突対紙) (MÈT) 

a±∞ 

[8.0±8.8] [ 
つ

Astet円 

(夏奎露公穴 , ,氷水) 
4月14日120 

0r±88 
Ot土SE (rte.8) 

〔十二日〕

(ギャト) ーをやねて 
(静)県証) (∀点) =eがモロペ ハメログ玉

(綱廃舛等) 
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4-3 エンジンマウンティングシステム

。 不思考妣単期:改修 

締付トルク:単位:〔kgm〕 N.m 

●3ATトランスミッション採用により下記部品を新製した。 

(1LHブラケット (2)プレートクロメンRH,LH (3)Frブラケット (4)プロテクター(デフ).(サイド) 
54±10 

64土10 エプロン LHブラケット T 〔5.5±1〕 
T 〔6.5±1〕 

772 
Q 

1 2 
クロスメンバーASSY 6 88±10 

to 62 〔9.0±1〕 Ge 
T 〔6.3 +0.9 

-0.6 ( 
C 

LHクッション 
(形状,穴位置変更) 

7.5±2 
00A)XSY TJ PRB-STABMI 

〔0.75±0.2〕 

エプロン ETRさDAY 

SPR迎881 
RHクッション 

プレートクロメンRH 
64±10 62 +g (形状変更) 

-6 
〔6.5±1〕 〔6.3 +0.9 7 RHブラケット(VAN) T -0.6 J 

O 
RHブラケット プレートクロメンLH 
(TRK) 

(形状変更) 

27±5 
〔2.7±0.5〕 3 

62±5 
T 〔6.3±0.5〕 (p) 

Ftブラケット 

(形状,穴位置変更) 

3ATミッション 

@ 
心 @ 

32±10 
T 〔3.3±1〕 32±10 @ 

〔3.3±1〕 T 

プロテクター(サイド) 
Rrクロメン プロテクター(デフ) (追加部品) 

(形状変更) 
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1-2 

Y22A-11<Χロペチ( 

5 ボディ 

変更項目のみ記載,記載なき項目は,既刊の 
。ふす一緒ご量堂嬋期限日WMO予殿 新型車解説書または整備解説書を参照下さ

い。

5-1 ボディ 

■概要 5-2 

(1) リヤクロスメンバーASSY 5-2 
(2)フロントバンパーASSY 5-2 

5-2 ボディ内装 

〔1〕トリム 

■概要 5-3 

量益率OWP 

5 
■主要変更点 YQ&Aーハイバイ<ロマ (s 

5-1 ボディ 

(車金やゃくそや):夏瀉氷煙M を入ぢいそいう。 (1) E/Gマウント位置変更(全3AT車) 

(2) フロントバンパーASSYのパンチングメタル形状変更 

5-2 ボディ内装 

(1)防音材追加による車内音改良(バン&デイアス車) 

, 

麗雲林羅CD-(l を じ そくぞれ 
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5-1 ボディ

■ 概要 (1) リヤクロスメンバーASSY 

959 ●E/Gマウント位置変更 

もす瀟-  3AT全車共.E/G前側のマウント位置を現行の4WD用搭載位置に統一する。 

0 

0 
10 

4WD車位置 

己
2) フロントバンパーASSY 

魚更突要主観 

アポ郤-[1 
●パンチングメタル形状変更(クラシック全車) 

(車TAB金) 更新量Δイママロ\g 

更要対策Ⅶをとせてキくこの可能性Aーガイステムロヤ (g) 

薮内ト千年 8-a 

〒8ヾ六)貞炉管内車るもご肺証林管額 (以 

6 

昌
パンチングメタルの形状変更
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5-2 ボディ内装

〔1〕 トリム ■概要 QMEM 

防音材追加による車内音の改善〔バン&デイアス車〕 

1) バン系全車 

• リヤクウォータートリム…RH側のみ裏面にインシュレーターを追加し更にカバーインシュレーター延 

長,リヤゲートウェザーストリップを変更した。 

2)デイアス系 

• バン系に加えてトラップドアに発砲ウレタン注入,リヤシェルフマットの裏面インシュレーターの左右 
および後端を延長した。

追加

(インシュレーター) 

リヤクォータトリム

0 . 

Ft 

リヤシェルフマット

つ
Rゲート 

カバーインシュレーター

Amll A 

目Ba Rバンパ 
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蕣内トモホ s-a 

MEMO 
要素 謙 ふじイ (F) 

第ーや→√hでくアースかな更J試験ターチームにふくて二面裏おの開催度…アでトーターをで 

辰えてトモ

丹
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LNAH SARⅡ 1-2 

6 空調システム 

変更項目のみ記載,記載なき項目は,既刊の 

。 亅宝館暗新$開発90ーセートとご車 新型車解説書および整備解説書を参照下さい。

。よりで味を更変なし HOMーホ 

6-1 マニュアルエアコン 

■概要 6-2 
(グッセイ)ー事蠎女1 ·李バポイロ (他) 

。あす用断よン車ヤード+やを一せにモンに用辺MM8-AM .02 .08 . 

<舞牛> 

休止式sMCTOTH鵝44°Cは鋼 目

スタットイド 璧 工

000.6 (㎡) ( 盒

200 (㎡) 
贄

(g000) aǍ8109H (g鬣人娃) 永

(ハーソ呼ぶ)驃I(チーロハーブ 

TIT0 - VII 

07 (ver)os) And 
000,7 (mg1) 靖

(024) D900S-LIXS (oo量人t) 蹠

琳車,友諄 友

褪 (w) 六

4014 (㎣) 回数祉ービーで 

18:0 摩美ヶ市 比 → c ー M 
地はややまぐゎなす40.0 車19M3 (聴ターオなんぺん) 

■主要変更点 
合 額 

つ 車19M3 

6 (1) トラックSC車,トラックNA-MPi車,赤帽車にメーカーOP展開。 

(2) トラックSC車に専用レシーバドライヤー(④オイル60cc封入)を設定した。 4 无 ∨ 匚

(3) コンデンサー仕様統一(トラック) 

• SC,NA-MPi車用をキャブ車にも適用した。 2 

【描いて ト kood : 津口唇やや チ 
AABEO用H. .0ER (a) 

0人歐昼辞 

4000 職業イベバタPMΘ mplA 
能源回丸リトマ 不 蛞8.1. 

(mog) モット×広田辺遊園 
土塁·電凪高 

anqu0011: AM 
職員UOS-F1MME (単位) ) 車 ○ (葛飾) ⇐鹿目) aapsit:08 

790ーやャンピンに向け08」 ーせんヰ型海ー

降線UOG- 9AGE (車金)車08 

職博弌 < 氏 郎太 
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6-1 マニュアル エアコン 

■概要 

<変更概要> れの目熟夏変

(1) トラックSC車,トラックNA-EMPi車,赤帽車にもメーカーOP展開を追加設定した。 

●基本的には同様レイアウトを継承しているが取付方法,ホースの引廻しが変更されている。 

(2) トラックSC車に専用レシーバードライヤーを設定した。 
AHAAr=1 [1∂ 

●回路内にオイル量(+60cc封入(識別オレンジ色) 
櫻井  圓 

(3) コンデンサー仕様統一(トラック) 

·SC,NA-EMPi用コンデンサーをキャブ車にも適用する。 

<仕様> 

項 目 メーカ (株)ゼクセル製HFC134a仕様 備   考 

エアコン型式 エアミックス

冷 房 能 力 (JIS) (Kcal/h) 
冷 房 性 能 3,000 

風 量 (m3/h) 300 
冷 ( )  媒(封入量g) HFC134a (500g) 

ベーンロータリー型(5枚ベーン) 型 式 
DKV-07F 

コンプレッサー 容量(cc/rev) 70 
許容回転数 (rpm) 7,000 
潤 滑 油 (封入量cc) IXL-200PG (120) 
型 式 乾式単板

消 費 電 力 (w) 36 
プーリー有効径 (mm) φ104 
プ ー リ ー 比 キャブ車 0.87 マグネットクラッチ
(クランクプーリ径) EMPi車 0.95 

キャブ車 Vリブド4山 840mm 
適合ベルト NA : 825mm 

EMPi車 Vリブド4山 
SC:917mm 

型 式 マルチフロー

型 型 式
コンデンサー

フ
ァ
ン

電動式軸流ファン

ファン外径(mm) φ340(5枚羽根) 

消 費 電 カ (w) 120 
型株式 ラミネート

エバポレーター 膨 張 弁 型 式 内部均圧式

温 度 制 御 方 式 サーミスター(空気感熱式) 

容 量 (cc) トラックSC車:60ccオイル封入 レシーバドライヤー 250,HFC134a 
乾燥剤入り

アイドルアップ装置 FICD 
A/con ON時 

} 高低圧圧力スイッチ (Kg/cm2) 
低圧1.8以下 

でコンプレッサーOFF アイドル回転数高圧27以上 

NA:1100rpm 加速カット制御 SC車(全車) EMPi-ECU制御 
制 御 装 置 SC:1100rpm コンプレッサー保護センサー 160℃時コンプレッサーOFF 

発進カット制御 SC車(全車) EMPi-ECU制御 

NA車 - 
水温カット制御

SC車(全車) EMPi-ECU制御 

6-2 



マニュアルエアコン―― FICD,コンデンサー,レシーバー 

(1) FICDエアバルブ(SCトラックのみ) (品用事やせやイ08) ーサトモデースームーに(ε) 

●形状,取付方法を変更した。 大JA JAトトン内部面・ 

<変更前> 。大切館)<変更後> 
アイソレーター(2個) 

ブッシュ 前側

車両ボルト

0 

エアバルブAY 
ブラケット

© 
C 

@ 
車両ハーネス M6-ℓ16(2本) ソレノイド パルプ 

●エアバルブホースの引廻しの変更 

前側 エアホース バンド
ソレノイド インシュレーター廃止クリップ クリップ
バルブ バンドなし

クリップ(フェーエルパイプ部) 0 

A/Cr 

③ 低圧
エアベントし ホースプラグ
パイプ

M6-ℓ12 (不用) 

(2) コンデンサー仕様の統一(トラック) 

·SC及びNA-EMPi車用のコンデンサーをキャブ 

車にも適用した。

これに伴い冷却系,エアベント,オーバーフ 

ローホースの引廻しを変更した。

冷却水オーバフロー ホース リザーブタンククリップ
エアベント ホース 

クリップ座面
廃止

エアベント

パイプ

宜

右(運) 

前
コンデンサー ステー 

前側(クリップ座面) 
レシーバドライヤー
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マニュアルエアコン FICD,コンデンデンサー, レシーバー 

(3) レシーバードライヤー(SCトラック専用品) 
サイト グラス フュージブル プラグ 圧力スイッチ

• 回路内にオイル④60cc封入した (可溶栓) 

冷媒入口
専用レシーバドライヤーを設けた。

冷媒出口

パイプ

ブィルターYAT SAITJ 

オイルは

底の部分に

ドライヤー(乾燥剤) 60cc封入 

rà-8A4 

更嬌のJIIPOスーホでバイエ 

オーツム 八一郎 竜江 会°Tみー∠hにA> 
ぐたね ペッセか 

(■ベイザルドードで) イック ##¥191 

65 

777 
Sri-S 

(ダイタイ) ―嗷2排ф14444 (½) 

Trel-やく守ヾEの開車理MPAMU D & B - 

。大J開転より車 

カーブーナ、イメグイト,系解散に学じない 

。少し夏海をJ鰡[50メーホーロ 
ねん性パーギー ヨール ーロベハード水味統合 

すくではバーホールΧ入す工 
国衙ガィニグ
北熹ANATI 

<12 

(墓)は 

1爭八がん口 
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*アポーオ ープーメイmムーかばくn ―― SAC→ALHYⅦ* 

パー∗ピハΠ(¬) 
7 ボディエレクトリカル 

(J)情報回くなぐゎ 、用ロスイトデ 」展 
変更項目のみ記載,記載なき項目は,既刊の 

4474 新型車解説書·整備解説書を参照下さい。 

〔1〕コンビネーションメーター 

■ 概要 (s) 7-2 
〔2〕 ランプ 4444. AUNA 

■概要 7-3 
■整備要領 7-4 

首書ニハMAAIANO9 

S/m〴パチョールーはバイント 74 

(頷させたやで) 無情準回人ごくエ 

■主要変更点 
し

(1) 3AT専用のコンビネーションメーターを採用した。 T RWO9 

●ウォーニング系をPOWER TRAINに集約した。 

●熱害警報ウォーニングを廃止した。 重くなん旨

(2)ヘッドランプの調整方法にすれ違いビーム対応を行った。 

7 

呑ん田んなデザールールバイインMA 

(高齢者:IIIAIT 月判109 

(茨城国土)遺骸製■ハマハエ 
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ボディエレクトリカルーーコンビネーションメーター,オーディオ 

〔1〕コンビネーションメーター ■ 概要 

(1) 3AT専用コンビネーションメータを採用した。(クラシック用,デイアスⅡ用,エンジン回転計無し) 

●シフトインジケーターをECVTの5ポジションから6ポジションとした。 

●ウォーニングをPOWERTRAINに集約した。 

181 \abl∗ばΛn,0} 

(2) 熱害警報装着の廃止(全車) 
騾

コンビネーション内のウォーニング “, Am ” を廃止した。 人類

5 ID 
80 (二) 

60 
POWER 

100 (D) TRAIN 1.0000 40 

F
1

1
/
E

 
F
E

N
D

2
- 

3 (☆) 120 
K 20 STERRIG 

0.00 
140 ね(I) km/h 

b 
○ 1 

POWR TRAINに集約 

シフトインジケーター6ポジション化 

エンジン回転計無(クラシック用) 

ID STEER 47 - NG 

0 120 

507 ☆ ABS POWER 
TRADN 140 SUPER 

CHARGE 
100000 n 

会 0 x1000r/min 
(P) 

④ ( 

x (三) F ④ 4 N 10 

回日 1 長 kmy 2 朿更強要主量○ 
1 E ✓ (1) 

POWR TRAINに集約 ーネビイにの通簧TA8 (1) 

シフトインジケーター6ポジション化 「ひぶくりーすぐゎ

エンジン回転計付(ディアスⅡ用) パニーキマ塀警音楽・ 

【避難のべくでイ〝1 (略) 

行 00 ⑩ HD 

100 
40 10 10 010 010 

6 F H (キ) 

◎ ※ 
2 ⑩ 上

10 140 
⑤ 巨 C 

22 CHARBER km/h 

POVER 
TRADI 15 13 ✓ (リ) 9 2 D Z 同 P 大 習

シフトインジケーター6ポジション化 

POWR TRAINに集約 

エンジン回転計無(上記以外) 
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ボディエレクトリカルー 排気温度センサー 

畑苺 ■ イムツ 

熱外警報装置の廃止〔全車〕

H9.3.31の法規制緩和により,排気温度ゼンサー,コンビメーター内のウォーニング4 多及びサンバ

イザーの注記を廃止した。

排気温度センサー廃止前 排気温度センサー廃止後

旧NA系マフラー部 
遮熱カバー 新 NA系マフラー部 

マフラーシェル

ボス

A 

B A-A B-B 

A 
0 

排気温度センサー

ボスを埋め詮とする。

旧 MSC系マフラー部 新 SC系マフラー部 
排気温度センサー

ボス
ボスを廃止し
パイプを穴なしとする。

パイプ B 

A-A 平石 B-B 〃

ミニミ

骨書室騅左陸

つ

試験の争者実務対策 
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ボディエレクトリカルーランプ

〔2〕ランプ 概要

ヘッドランプのすれ違いビーム対応(法規対応,平成10年9月施行)……[全車] 

●走行ビーム(アッパービーム)基準に加え.新たに追加されたすれ違いビーム(ロアビーム)基準に適 
応するため変更を行った。

(1) 丸形ヘッドランプ:レンズカットの変更およびバルブのハロゲン化を実施し,型式認定番号を明記 
した。

(2) 異形ヘッドランプ:ハードの変更なし,型式認定番号のみ追加した。 データイヤ¥2 里 

(新) (右側) 

28 

DEY 2058L JAPN 
SUBARU 

自HOR- 自 型式認定番号の追加48 

(左側) 

型式認定番号

DEY 206L 譫妄

HCR-86 

型式認定番号の追加

7-4 



ボディエレクトリカルーー ランプ 

■整備要領 

光軸調整

● すれ違いビームと,走行ビームは別々に調整す ●走行ビーム(従来の基準対応) 
る。

調整スクリューで下記に示す範囲に調整する。
● すれ違いビームの調整要領 

(1) タイヤ空気圧を規定値に調整する。 ・調整値

(2) 車両とテスターを水平面に置く。 

(3)空車状態(工具,スペアタイヤ積載,燃料タ W(mm) H(mm) h(mm) 

ンク満タン)の車両に運転者1名が乗車する。 丸形ヘッドランプ 994 775 70 

(4) すれ違いビームを点灯し,調整スクリュー, 異形ヘッドランプ 963 805 80 

上下,左右拡張性スクリューで下記に示す範囲 

に調整する。
W1 (W2) 

ランプ中心
注意 クラシック車の場合は前面リングを取

→ 
外してから行う。

h 

ランプ高さ

・調整値 (H) 

高照度ゾーン中心 高照度ゾーンW(mm) H(mm) h(mm) 

丸形ヘッドランプ 994 775 99 

異形ヘッドランプ 963 805 99 W1 

下車体中心
W 
↓ 

W1 W2 W2 
W テスター設置面

つ

h
d

 

H 

T
H

+
 

10m - 

<参考> カットライン

エルボ点 ●新基準対応のヘッドランプ光軸調整は「すれ 

違いビーム」法に移行している。
W1 

●「走行ビーム」は「すれ違いビーム」調整後 
▲ 

必ず確認をしておくこと。W 
↓ 

W2 
ーテスター設置面h

t
 ←
H
 

4 

10m 
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イムモーーシュームエムトエッポ* 

MEMO 
鄭要壽盡

総畑勝飃OPIU2㎎ 

を拝堂 遺跡中でもすべき,具工) 

(sW) HW 

東京やくじ面飾り合敷の車やャミできた

(H) 

ハード窶開高 小中心ー匸退期高

0 a11 299 

808 280 

<警察> 

書参画 (Aージッチを 
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8-1 新設特殊工具

区分 工具番号 工 具 名 称 用 途

ST 24082AA050 スバルセレクトモニター用 既設の22783AA000アダプターケーブル 

カートリッジ を併用する。

498895600 プレッシャーゲージ 3ATのライン圧測定用 

アダプター

8-2 給油脂

No. 給 油 個 所 名 油   脂   名 備   考 
1 ラジエーター 冷却水 スバル純正クーラント

エンジンオイル スバルモーターオイル

2 エ ン ジ ン 
SH(SH級) 

SG(SG級) 

3 スーパーチャージャー スーパーチャージャーオイル 通常はオイル量点検

MI T トランスミッションオイル スバルギヤオイルエクストラー75/80 4 トランスミッション

3AT トランスミッションオイル 出光マチックC 市場油VTVIO-3ATと共用 
フロントデファレンシャル5 フロントデファレンシャルオイル トランスミッションオイル(MT)に同じ 

6 ブレーキ ブレーキフルード スバル純正ブレーキフルードS 

トランスミッション グリース FX2200クラッチグリース(フロント) 7 
メーンシャフトスプライン部 日石N&B(リヤ) 

アクスルシャフト グリース シェル6459N 8 
ベアリング&オイルシール 

{ 

BJ グリース モリレックスNo.2またはサンライト 

9 DOJ TB2-A 
TJ SSG-6003 

ホイールシリンダー グリース ニグループRX-2 ピストンブーツ内

10 ブレーキ グリース PBCグリース パッドとサポートの摺動部
パ ッ ド 

パッドとシムの接触面

ドラムブレーキシューと グリース ブレーキグリース
11 

バックプレートの接触面 (ダフコーニング:モリコート7439) 

12 ステアリングギヤボックス グリース バリアントグリースM2 

13 ギヤチェンジレバー摺動部 グリース 出光ダフニコロニクスNo.2 

14 その他 グリース サンライト2号 

ペダル摺動部,リヤゲートヒンジ,ドア オートレックスA 

ヒンジ,ドアチェッカー,エンジンフー コパコート

ドロック部,フューエルフィラリッド 
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8-3 サービスデーター

<エンジン> 車 種 NA-EMPi NA-キャブ SC-EMPi 
車一種 NA-EMPi NA-キャブ SC-EMPi 0.65KW (日立):MT4WD 2 

エ ン ジ ン 型 式 EN07F EN07C EN07Y スターター出力 0.65KW (三菱):MT2WD 
排      (cc) 658 

0.80KW(三菱):AT全車 
内径×行程(mm) 56.0×66.8 開 弁 温 度 78°C 
最高出力(ネット)(ps/rpm) サーモスタット

46/6400 40/6500 55/6200 弁全開温度 93°C 
最大トルク(ネット)(kg·m/rpm) 5.6/4800 5.5/3500 7.1/3800 

約3.0(MT) 
圧縮式 エンジンオイル油量(ℓ) 約3.0(MT) 9.8 9.8 9.3 

約3.1(AT) 

圧 縮 圧 力 kg/cm2/rpm 11.3/300 11.3/300 9.8/300 9~11 9~11 7~8 
シリンダーヘッド歪み限度(mm) Vリブドベルト ACG 

0.05 〔11~13〕 〔11~13〕 〔7~9〕 
のゆるみシリンダーヘッド研磨限度(mm) 0.10 

5~6 5~6 ~ (mm/10kg) ACG+A/C シリンダーブロック歪み限度(mm) --- 0.05 
〔〕内は継続 〔6~7〕 〔6~7〕 

シリンダーブロック研磨限度(mm) 0.15 使用の場合 6~8 SC NGK:BER6E-11( PFR6B-11 -- - 
スパークプラグ 〔7~9〕 (白金プラグ), 

ND:K20PR-U11 アイドルCO濃度 0.5%以下 1.5%以下 0.5%以下 

スパークプラグギャップ(mm) 1.0~1.1 
500ppm 800ppm 500ppm 

イグニッション 1次コイル抵抗 アイドルHC濃度 0.85Ω 1.2Ω 0.95Ω 以下 以下以下

コイル 2次コイル抵抗 13.0kΩ 26.0kΩ 10.0kΩ 冷却水容量(ℓ)(リザーブタンク含) 約6.5ℓ 
点火時期 BTDC/rpm 10°/800 6°/800 10° /800 点   火   順      序 1-3-4-2 

バルブクリア インテーク 0.15(冷間) 
燃料圧力 IGSWON時 約3.1 

ランス(mm) エキゾースト 0.20(冷間) (kg/cm2) アイドリング時 約2.6 

3.0kg·mで締付後一旦ゆるめ2.0kg-m <トランスミッション> 
にて締付後,更に90°締付ける。 ヘッドボルト
[参考] 

2
W

D
 

締付けトルク(冷間) - 5MT 約1.9ℓ この時締付トルクは

( 3.5~4.0kg-mの範囲になる。 
ギヤオイル量 EL+5MT 約2.1ℓ 

マニホールド インテーク
締付トルク 15.7±1.0〔1.6±0.1〕 

- トランス 4 EL+5MT 
N.m [kg·m〕 エキゾースト 34.3±4.9〔3.5±0.5〕 ミッション W セレクティブ デフロック,フリー 約2.2l 

出   力 D 12V-55A 12V-45A 12V-55A (交換時) ホイールアクスル付
オルタネーター

調整電圧 14.5V 5MT 約1.9ℓ 

フルタイム 5MT 約2.0ℓ 

ギ ヤ オ イ ル 量 0.8l 

(フロントデフ) (フリーアクスル付:0.9l) 

2WD 3.8 l 
スバルATF(3AT専用) 

2WD 
総油量 4.1ℓ 

赤帽
含オイルクーラー分

4WD 4.2ℓ 

注)実車でドレーンプラグから抜いた時約1.5ℓだけ抜ける。 
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サービスデーター

<ボディ> 
アクスルナット 235〔24.0〕 リ ヤ 2WD 4WD 締付トルク (30°以内増締) 

フューエルタンク容量 40ℓ N·m (kg·m) フロント 176±20〔18.0±2.0〕 

フューエルポンプ NA 15 --- ホイールサイズ 12×4.00B 
吐出量 l /h SC - 95 ホイールナット締付けトルク 8~10.0kg·m 
ラジエーターキャップ 正圧側 0.9±0.15 ステアリングホイール 0~25mm 
開弁圧 kg/cm2 負圧側 -0.05以下 +1°30' 内側 36°25' 

-2°30' ブレーキペダル 遊び 1~3 舵  角 
+1°30' (mm) 床下とのすき間 110以上 外側 33°10' -2°30' 

クラッチペダル 遊び 10~25 ディスクローターの厚さ 標準 18mm 
(mm) 床下とのすき間 90以上 (mm) 限度 16.0mm 

キャンバー(度) 1°±45' ディスクパッドの厚さ 標準 9mm 
フロント キャスター(mm) 3°50'±1° (mm) 限度 1.5mm 
ホイール トーイン(mm) IN1±3 ライニング厚さ 標準 4.4mm 

アライメント サイドスリップ(mm) 0±3 (mm) 限度 1.7mm 

地
上

高

12"バイアス 338±12 ライニング 標準 180mm 
フロントクロ

12"ラジアル (ドラム内径) 限度 182mm 
スメンバー下 321±12 145R12 

操作力 20kg 面の取付ボル

ト
ラ
イ

12"ラジアル ハンドブレーキレバー

トの頭部 155SR12 引き代 7~9ノッチ (mm) 321±12 
145SR12 

26B17L 38B20L MT 
キャンバー (度) 0°50' ±1° バッテリー型式( )は (12V-21AH) (12V-28AH) 

リヤホイール トーイン(mm) 5時間率容量を示す。 IN1±3 26B17L 38B20L 
アライメント 3AT 

サイドスリップ(mm) 0±5 (12V-21AH) (12V-28AH) 
12"バイアス オフ

地
上
高

299±12 ディスクホイール 45.0 セット

トレーリング 12"ラジアル (スペアタイヤを除く) 286±12 PCD 100 - 

145R12 
アーム取付け 5.00-12-4PR/6PR ト

ラ
イ

12"ラジアル 2.2(3.0) 
(前)(後) ボルト中心 282±12 (mm) 155SR12 トラック

280±12 145R12-6PR 2.2(3.0) 145SR12 
タイヤ空気圧

(kg/cm2) 5.00-12-4PR/6PR 2.2(3.0) 
バ ン 

定積時を示す
145R12-6PR 2.2 (3.0) 

( )後輪 

2.2 (2.2) 145SR12 
ディアス

155SR12 2.0(2.2) 
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8-4 点検整備方式

● 日常点検項目の判定基準は自動車使用者に周知徹底を図る。 

●「●」印は法定項目,「○」はメーカー指定項目を示す。 

●「◇」印はシビアコンディション時(メーカー指定),「◆」は距離項目(法定)の点検時期を示す。 

■ 点検整備項目 

点検整備時期
点検整備項目

自家用乗用車等

日
常
点
検

6
か

月
毎

 

1
年
毎
 

2
年

毎
 

判定基準 備考
点検箇所 点検項目

ハンドル 操作具合

ギヤボックス 取付けの緩み ◇ 

一ノ
ロッド及び 緩み,がた及び損傷 
アーム類

ボールジョイントのダスト ◇ ● か
じ

取
り

装
置

ブーツの亀裂及び損傷

かじ取り車輪 ホイールアライメント ◆ ●トーイン 1±3mm 
·キャンバー 1°±45' 

●キャスター 3°50'±1° 

パワーステア 取付けの緩み ◆ 

リング装置

ブレーキ 遊び及び踏み込んだと ● ● ● ·遊び1~3mm 
ペダル きの床板とのすき間 ・踏力約294N |30kgfl で踏込時末板との 

すき間 110mm以上 

ブレーキのきき具合 ● ● ● 制動力
後 輪 和 軸重の 60%以上 

各輪左右差 軸重の  8%以下 
総   和 検査時車両重量の60%以上 

(注)前軸の全ての車輪がロックし,計測困 
難な場合は,その状態で総和に対し適 

一
合するとみなす。

駐車ブレーキ 引きしろ ●操作力 196N {20kgf ● ● ● 
レバー 引きしろ 7~9ノッチ 

全ストローク 17ノッチ 制
 
動

 
費

 
ブレーキのきき具合 ● ● ●制動力 検査時車両重量の20%以上 

● 操作力 50kg以下 

ロッド及び 緩み,がた及び損傷 
ケーブル類

ホース及び 漏れ,損傷及び取付状態 ◇ ● ● 
パイプ

リザーバー 液量 ● ●液面レベル 
タンク MAXラインとMINラインの間にあること 

マスターシリンダ 液漏れ ● ● 
ー,ホイールシリ 

ンダー及びディス 機能,摩耗及び損傷 ● 

クキャリパー
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点検整備方式

点検整備時期
点検整備項目

自家用乗用車等

日
常

点
検

6
か
月
毎
 

1
年
毎
 

2
年
毎
 

判定基準 備考
点検箇所 点検項目

ブレーキ·ド ドラムとライニングの ◆ ◆ 
● 自動調整式のため点検不要 ラム及びブレ すき間

ーキシュー
シューの摺動部分及び ◇ ◆ ◆ 標準厚さ 使用限度ライニングの摩耗制

 
動

 
費

 

4.4mm 1.7mm 

ドラムの摩耗及び損傷 ◇ ● 標準径 使用限度
180.0mm 182mm 

ブレーキ·デ ディスクとパッドとの ◆ 
● 自動調整式のため点検不要 ィスク及びパ すき間

ッド
パッドの摩耗 ◇ ◆ ◆ 

標準厚さ 使用限度
前 輪 9.0mm 1.5mm 

ディスクの摩耗及び損傷 ◇ ● ディスク有効径mm 標準厚さ 使用限度
前輪 184 18.0mm 16.0mm 

ホイール タイヤの空気圧 ● 
(単位Kpa {kgf/cm2}) 

タイヤの仕様 前輪 後輪
5.00-12-4PR 

220(2.2) (前輪)ULT - 

5.00-12-6PR 
一 300 (3.0) (後輪)ULT 走

行
装

置

145R12-6PR LT 220 (2.2) 300 (3.0) 
145SR12 220 (2.2) 220 (2.2) 
155SR12 200 {2.0} 220 [2.2] 

タイヤの亀裂及び損傷 ● 

タイヤの溝の深さ及び ·残溝1.6mmまで ● ● ● 

異常な摩耗 ●高速走行時(LTタイヤ) 2 2.4mmまで 

ホイールナット及びホイ ◆ ·ホイール·ナットの締付けトルク ◆ 

ールボルトの緩み 8.0~10.0kg·m 
フロントホイールベア ◆ ·ベアリング軸方向の遊び 
リングのがた 0~0.05mm以下 

リヤホイールベアリン ◆ ●ベアリング軸方向の遊び 
グのがた

0~0.3mm以下 

取付部及び連 緩み,がた及び損傷 ◇ ● 

緩
衝

装
置

結部

ショック 油漏れ及び損傷
アブソーバー
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点検整備方式

点検整備時期
点検整備項目

自家用乗用車等

日
常
点
検

6
か
月
毎
 

1
年

毎
 

2
年
毎
 

判定基準 備考
点検箇所 点検項目

クラッチ ペダルの遊び及び切れた ● ● ●遊び 10~25mm ·AT車は点検不要 
ときの床板とのすき間 • 切れたときの床板とのすき間 90mm以上 

トランスミッション 油漏れ及び油量 ● 

動
力

伝
達

装
置

● 
及びトランスファー

プロペラシャフ 連結部の緩み ◆ 
ト及びドライブ

自在継手部のダスト· 
シャフト ◇ ● 

ブーツの亀裂及び損傷

デファレンシ 油漏れ及び油量一
◆ フィラプラグ穴下面より0~5mm間にあること 

ヤル

点火装置 点火プラグの状態 ● ● 

点火時期 ● ● (単位:BTDC%/rpm) 

キャブ
原動機型式 SC車 キャブP/S付 mpi 

電
気
装
置

EN07 4°/800 6°/800 6°/850 10/800 
ディストリビューター ● ● 

のキャップの状態

バッテリー 液量 ● ●液面レベル 

UPPER LEVEL~LOWER LEVEL間にあること 

ターミナル部の接続状態 ● ● 

電気配線 接続部の緩み及び損傷 ● 

本体 かかり具合及び異音 ● 

低速及び加速の状態 ● ア
イ
ド
リ
ン
グ

キャブ
左記原動機型式 MT車 3AT車 ) 
以外回

転
数

P/S付 

EN07 850 800 800 

排気の状態 ● ● 

エアクリーナーエレメ ◇ ◆ ◆ 原
 
動
 
機
 

ントの状態

潤滑装置 油漏れ ● ● 

油量 ● ●レベルゲージのF~L間にあること 

燃料装置 燃料漏れ ◇ ● 

リンク機構の状態 ● 

スロットルバルブ及びチ ● ●スロットル·バルブの状態 
ョークバルブの状態

冷却装置 水量 ● • リザーバータンクFULL~LOW間又はF~ 
L間にあること 

ファンベルトの緩み及 ● ● × 
び損傷

水漏れ ● ● 
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点検整備方式

点検整備時期
点検整備項目

自家用乗用車等

日
常
点
検

6
か

月
毎

 

1
年
毎
 

2
年
毎
 

判定基準 備考

点検箇所 点検項目

ブローバイ· メターリングバルブの ● 

ガス還元装置 状態ば
い

煙
·
悪

臭
の

あ
る

ガ
ス

·
有

害
な

ガ
ス

等
の

発
散

防
止

装
置

 

配管の損傷 ● 

燃料蒸発ガス 配管等の損傷 ● 

排出抑止装置
チャコール·キャニス ● 

ターの詰まり及び損傷

チェックバルブの機能

一酸化炭素等 触媒反応方式等排出ガ

発散防止装置 ス減少装置の取付けの
緩み及び損傷

二次空気供給装置の機能 ● × 

排気ガス再循環装置の機能 ● × 

減速時排気ガス減少装 ● × 
置の機能

配管の損傷及び取付状態 ● 

熱害防止装置 遮熱板の取付けの緩み ● 

及び損傷

灯火装置及び方向 作用 ● 

指示器

窓ふき器,洗浄液 作用

噴射装置

エグゾーストパイ 取付けの緩み及び損傷 ● ● 

プ及びマフラ
マフラーの機能 ● 

一

車枠及び車体 緩み及び損傷 ● 

運行において異常 当該箇所の異常がない ● 

が認められた箇所 ことを確認

電
気
装
置

充電発電機 ベルトの緩み及び損傷 ○ ○ 

原
動
機

本体 弁すき間 4万km毎の点検 

過給装置 過給圧制御装置の機能 ○ 
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点検整備方式

■ 定期交換部品項目 

交換時期

定期交換部品項目

年
単 毎位 交: 

換
年 走行き千四 備   考 

換 : 千 km 

ブレーキ液 2 [3] 

マスターシリンダーのゴム部品 「2[3]」 

ホイールーシリンダーのゴム部品 「2[3]」 

ブレーキーホース 「4 [5]」 

トランスミッションーオイル 40 
一

デファレンシャルーオイル 40 

点火プラグ 100 白金プラグ

エアークリーナーエレメント 50「25」 

タイミング·ベルト 100 

オイルーフィルター
10「5」 

エンジンーオイル 0.5「0.25」 10「5」 

燃料フィルター 60 

冷却水 2 [3] 40 
一

注)1.交換時期は年又は走行キロどちらか早い方にて交換する。 

2. 「 ]印は乗用車初回,「 |印はシビアコンディション時での交換時期を示す。 

8-9 



MEMO 

一

8-10 



<関連資料> 

SAMBAR660新型解説書 '90.3 U7271A 
SAMBAR660 新型車解説書 概要編 ’90.3 U7272A 
SAMBAR660 整備解説書 上巻 '90.3 G7271A 
SAMBAR660 整備解説書 下巻 '90.3 G7272A 

電子制御装置
SAMBAR66O トラブルシューティング ’90.3 P7291A 

マ ニ ュ ア ル 

SAMBAR660電気配線図集 '90.3 X7271A 
新型車解説書・SAMBAR660 '90.7 U7273A 
整備解説書 LPG車 

SAMBAR660 新型車解説書 ’91.9 U7281A 
SAMBAR660 整 備 解 説 書 '91.9 G7281A 

電子制御装置
SAMBAR66O トラブルシューティング '91.9 P7281A 

マ ニ ュ ア ル 

SAMBAR 60電気配線図集 '91.9 X7281A 
SAMBAR66O新型車解説書 ’92.10 U7291A 
SAMBAR660電気配線図集 '92.10 X7291A 

新型車解説書・ ’93.12 U7301A SAMBAR660 
整 備 解 説 書 

SAMBAR66O電気配線図集 ’93.12 X7301A 
SAMBAR660新型車解説書 '95.10 U7311A 
SAMBAR66O整備 備 解 説 書 ’95.10 G7311A 
SAMBAR660電気配線図集 ’95.10 X7311A 
SAMBAR66O新型車解説書 ’96.9 U7321A 
SAMBAR660電気配線図集 '96.9 X7321A 

一 電子制御装置 ’96.9 P7321A SAMBAR660 
トラブルシューティング

SAMBAR660整備 備 解 説 書 '96.9 G7321A 
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